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を
展
示
。

　

萩
藩
が
造
船
の
近
代
化
に
も
挑
戦
し
、

試
行
錯
誤
を
重
ね
た
こ
と
を
紹
介
し
ま

す
。

　

松
下
村
塾
で
テ
キ
ス
ト
と
さ
れ
た
世
界

地
理
・
歴
史
書
「
坤こ
ん
よ
ず
し
き

輿
図
識
」、
吉
田
松

陰
が
熟
読
し
た
中
国
の
世
界
地
理
・
歴
史

書
「
海か
い
こ
く
ず
し

国
図
志
」、
吉
田
松
陰
が
工
学
教

育
の
必
要
を
説
い
た
画
期
的
論
文
「
学
校

を
論
ず
、付
け
た
り
作さ
く
ば場
」
な
ど
を
展
示
。

　

松
陰
が
工
学
教
育
を
提
唱
し
た
先
駆
者

で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

　

松
陰
は
松
下
村
塾
を
主
宰
し
、
自
分
が

書
物
を
通
じ
て
学
ん
で
き
た
外
国
事
情
を

門
人
た
ち
に
熱
く
説
い
て
聞
か
せ
ま
し

た
。
特
に
松
陰
が
繰
り
返
し
門
人
と
熟
読

し
た
「
坤
輿
図
識
」
は
、
幕
末
の
日
本
で

　

時
代
の
変
遷
を
視
覚
的
に
表
す
萩
城
跡

の
絵
葉
書
や
、本
州
西
端
で
長
い
海
岸
線
を

有
し
た
萩
藩
領
の
絵
図
屏
風
な
ど
を
展
示
。

　

工
業
化
初
期
に
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
舞

台
、
萩
城
下
町
を
紹
介
し
ま
す
。

　

萩
反
射
炉
が
試
作
的
に
築
か
れ
た
こ
と

を
示
す
史
料
な
ど
を
展
示
。

　

萩
藩
が
自
力
で
製
鉄
の
近
代
化
に
挑
戦

し
、試
行
錯
誤
し
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

　

長
崎
海
軍
伝
習
所
で
講
義
さ
れ
た
軍
艦

製
造
図
の
写
本
、
恵
美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡

で
発
掘
さ
れ
た
船
ふ
な
く
ぎ釘
類
、
軍
艦
建
造
を
支

え
た
大
板
山
た
た
ら
の
鉄て
っ
さ
い滓
・
木
炭
な
ど

　

江
戸
後
期
に
日
本
で
作
ら
れ
た
地
球
儀

や
、
１
８
５
９
年
に
ア
メ
リ
カ
で
作
ら
れ

た
世
界
地
図
な
ど
を
展
示
。

　

欧
米
で
発
生
し
た
産
業
革
命
の
波
が
、

日
本
を
は
じ
め
、
地
球
上
を
覆
い
尽
く
す

一
連
の
動
き
を
紹
介
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
３
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時　

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
講
座
室

■
演
題「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

の
過
去
・
現
在
・
未
来

■
内
容　

遺
産
全
体
の
歴
史
的
価
値
、

登
録
実
現
後
の
新
た
な
課
題

■
講
師　

有あ
り
ま馬
学ま
な
ぶ（
福
岡
市
博
物
館

長
・
九
州
大
学
名
誉
教
授
）

※
日
本
近
代
史
研
究
の
第
一
人
者
で
、

世
界
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
の
専
門
委

員
会
委
員
と
し
て
、
推
薦
書
作
成
に
携

わ
る
。

■
定
員　

80
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

無
料

　

担
当
学
芸
員
が
展
示
を
解
説
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
17
日
（
土
）、
11
月
21

日
（
土
）
午
後
２
時
〜
３
時

※
５
分
前
に
企
画
展
示
室
に
集
合
。

■
参
加
料　

無
料
（
要
観
覧
料
）

会期

　
萩
博
物
館
で
は
現
在
、世
界
遺
産
登
録
記
念
企
画
展
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産

と
萩
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
萩
の
５
つ
の
資
産
は
、１
８
５
０
年
代
に
、萩
（
長
州
）藩
が
自
力
で
工
業
化
に
取
り

組
み
始
め
た
こ
と
を
示
す
具
体
的
な
証
拠
で
す
。萩
反
射
炉
、恵え
び
す
が
は
な

美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
、

大お
お
い
た
や
ま

板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
は
、自
力
で
の
工
業
化
に
取
り
組
み
、試
行
錯
誤
を
重
ね
た
物

証
で
す
。ま
た
、萩
城
下
町
は
工
業
化
を
推
進
し
た
政
治
・経
済
・文
化
の
拠
点
と
し
て
、

松
下
村
塾
は
工
学
教
育
の
必
要
を
説
い
た
先
駆
的
存
在
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
意

味
を
有
し
て
い
ま
す
。幕
末
の
萩
と
い
う
地
域
社
会
で
取
り
組
ま
れ
た
工
業
化
へ
の
試

行
錯
誤
が
、短
期
間
で
急
速
な
工
業
化
に
成
功
し
た
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
展
で
は
、「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」に
お
け
る
萩
の
5
資
産
の
位
置

づ
け
を
紹
介
し
、幕
末
の
萩
（
長
州
）藩
が
取
り
組
ん
だ
工
業
化
の
試
行
錯
誤
の
段
階
か

ら
、明
治
政
府
に
よ
る
工
業
化
の
実
現
へ
と
至
る
一
連
の
軌
跡
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

展
示
構
成

江戸時代後期に日本で作られた
地球儀（萩博物館蔵）

吉田松陰が熟読した中国の世界地理・
歴史書「海国図志」（萩図書館蔵）

最
高
水
準
の
世
界
地
理
・
歴
史
書
で
し
た
。

　

松
陰
は
、
欧
米
列
強
が
な
ぜ
強
大
な
軍

事
力
を
も
つ
に
至
っ
た
か
を
研
究
し
、
技

術
者
の
育
成
こ
そ
が
重
要
だ
と
の
結
論
を

得
ま
す
。
そ
の
上
で
、
国
の
振
興
の
た
め

に
は
学
校
に
作
業
場
を
付
設
し
、
藩
士
以

外
の
職
人
た
ち
に
も
門
戸
を
開
く
こ
と
が

明治日本の産業革命遺産と萩
ニッポンの近代化は、このマチから始まった

19
世
紀
中
期
の
世
界
と
日
本

工
業
化
試
行
錯
誤
の
舞
台

製
鉄
近
代
化
へ
の
挑
戦

造
船
近
代
化
へ
の
挑
戦

工
学
教
育
の
先
駆
者 

吉
田
松
陰

Ⅰ

ⅡⅢⅣ

Ⅴポ
イ
ン
ト

特
別
講
座

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

萩博物館（２５・６４４７）問い合わせ
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史
跡 

恵
美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
の
発
掘
調
査
現
地
見
学
会

　

現
在
、
国
指
定
史
跡
「
恵
美
須
ヶ
鼻
造

船
所
跡
」
で
実
施
し
て
い
る
、
発
掘
調
査

の
現
地
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
度

の
発
掘
調
査
箇
所
は
調
査
終
了
後
、
遺
構

保
護
の
た
め
に
埋
め
戻
し
ま
す
。

　

約
１
５
０
年
ぶ
り
に
姿
を
現
し
た
造
船

所
跡
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

10
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

※
概
要
説
明
は
午
前
10
時
30
分
か
ら
。

■
集
合
場
所　

恵
美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡

■
内
容　

発
掘
調
査
概
要
の
説
明
と
発
掘

現
場
の
見
学

■
参
加
料　

無
料

■
駐
車
場　

周
辺
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、「
小
畑
地
区
世
界
遺
産
観
光

シ
ャ
ト
ル
」
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

文
化
財
保
護
課
（
２
５
・
３
６
５
４
）

必
要
だ
と
論
じ
ま
し
た
。
松
陰
は
、
わ
が

国
に
お
い
て
工
学
教
育
を
提
唱
し
た
先
駆

者
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

山
尾
庸よ
う
ぞ
う

三
が
技
術
者
養
成
に
努
め
た
工

部
大
学
校
の
写
真
、八
幡
製
鉄
所
第
一
高

炉
前
に
集
ま
っ
た
伊
藤
博
文
ら
要
人
の
集

合
写
真
な
ど
を
展
示
。

　

明
治
期
の
工
業
化
と
長
州
フ
ァ
イ
ブ
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

万
延
元
年
（
１
８
６
０
）
以
降
、
幕
府

は
欧
米
へ
使
節
団
や
留
学
生
を
派
遣
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
、萩（
長

州
）
藩
は
文
久
３
年
（
１
８
６
３
）、
５

人
の
若
者
を
イ
ギ
リ
ス
に
密
航
さ
せ
ま
し

た
。
５
人
に
は
、
吉
田
松
陰
が
主
宰
し
た

松
下
村
塾
の
門
人
伊
藤
博
文
や
、
直
接
の

門
人
で
は
な
い
が
伊
藤
と
の
親
交
が
深
か

っ
た
井
上
馨
と
山
尾
庸
三
が
含
ま
れ
ま

す
。
国
禁
を
破
っ
て
渡
英
し
た
彼
ら
「
長

州
フ
ァ
イ
ブ
」
は
、
産
業
革
命
を
実
体
験

す
る
こ
と
の
で
き
た
稀
有
な
存
在
で
し

た
。
彼
ら
は
、
欧
米
列
強
の
軍
事
力
の
後

背
に
あ
る
工
業
力
を
肌
で
感
じ
、
祖
国
日

本
の
行
末
を
案
じ
て
、
工
業
化
の
必
要
性

に
目
覚
め
ま
し
た
。

　

明
治
維
新
後
、
伊
藤
と
山
尾
は
工
部
省

の
設
立
に
尽
力
し
ま
す
。
工
部
省
は
、
鉱

山
・
製
鉄
・
灯
台
・
鉄
道
・
電
信
な
ど
の

近
代
国
家
建
設
に
不
可
欠
の
部
門
を
統
括

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
山
尾
は
、
工
部
学
校

の
設
立
を
建
白
し
、
工
学
寮
、
後
の
工
部

大
学
校
（
東
京
大
学
工
学
部
の
前
身
）
の

開
校
に
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。
工
部
大
学

校
は
、
松
陰
が
提
唱
し
た
「
工
学
教
育
」

を
具
現
化
し
た
も
の
と
も
い
え
ま
す
。

　

明
治
政
府
は
、
欧
米
列
強
に
対
峙
す
る

た
め
急
速
な
工
業
化
政
策
を
推
進
し
た
こ

と
か
ら
、19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭
に
、

世
界
史
の
奇
跡
と
い
わ
れ
る
、欧
米
以
外

で
最
初
と
な
る
工
業
化
を
果
た
し
ま
し
た
。

▽Ｂ５版、80 ページ
▽内容　図版（39 ページ）、全 23
構成資産の解説、資料「明治日本の
産業革命遺産」世界遺産登録に至る
記録、各論 萩の資産の歴史的経緯
と価値
▽価格　1,000 円（税込）
▽販売所　萩博物館ミュージアム
ショップ

井上勝が開業に腐心した新橋・横浜間の鉄道
「東京品川鉄道蒸気発車之図」（萩博物館蔵）

萩駅

指月山

●
萩市役所

菊ヶ浜

松陰大橋

椿大橋

玉江橋

常盤橋

橋本橋

玉江駅

白水小学校

至三見

玉江

駅駅江江江江

●萩浄化センター

●
萩市役所

雁雁 橋

東萩駅

玉江駅玉江駅

Ｐ

Ｐ
Ｐ

恵美須ヶ鼻造船所跡

萩反射炉

笠山

松下村塾

道の駅 萩しーまーと

小畑地区臨時
駐車場

世界遺産
登録記念
企画展
明治日本の産業革命遺産と萩

ニッポンの近代化は、このマチから始まった

■運行期間　平成 28 年３月 27 日（日）まで
の間の土・日曜日、祝日
■運行ルート（停留所）道の駅萩しーまーと、
萩反射炉、恵美須ヶ鼻造船所跡、小畑地区臨時
駐車場（旧漁連跡）の各停留所を巡回運行
■運行時間　午前10時～午後３時30分（ま
ぁーるバスの萩しーまーと発着時刻に合わせ
約 30 分間隔で運行）
■乗車定員　９人（無料、予約不要）
■問い合わせ　観光課 （２５・３１３９）

明
治
の
工
業
化
と

「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」た
ち

Ⅵポ
イ
ン
ト

図
録
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命

遺
産
と
萩
」
を
発
行

◆小畑地区世界遺産観光シャトル
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水津 タツ 女 104 歳（椿東）
堀 貞子 女 103 歳（椿）
永久 敏江 女 103 歳（椿）
廣田 春江 女 103 歳（佐々並）
中村 フミコ 女 103 歳（須佐）
藤原 秋子 女 102 歳（椿）
湯浅 フジ子 女 102 歳（川上）
前田 菊子 女 102 歳（椿東）
大谷 キヌヱ 女 102 歳（三見）
宮内 キヌ子 女 101歳（須佐）
伊藤 綾子 女 101歳（堀内）
服部 正子 女 101歳（紫福）
神村 スヱ 女 101歳（大島）
田坂 ウメヨ 女 101歳（吉部上）
河野 海次 男 101歳（椿東）
出羽 タミ子 女 101歳（江向）
谷本 フジコ 女 101歳（椿）
原 房子 女 101歳（北古萩）
澄川 ハルヱ 女 101歳（須佐）
中村 フミ子 女 101歳（瓦町）
柴田 房子 女 101歳（福井上）
小倉 江 女 101歳（片俣）

森田 キミ 女 100 歳（明木）
豊田 サク 女 100 歳（大島）
田村 テル 女 100 歳（大井）
齊藤 サメ 女 100 歳（須佐）
坪井 燕林 男 100 歳（堀内）
阿部 淺子 女 100 歳（椿）
中村 美代子 女 100 歳（片俣）
狩野 節子 女 100 歳（佐々並）
元原 キヨコ 女 100 歳（椿）
中村 カツ子 女 100 歳（大井）
伊藤 敏子 女 100 歳（川島）
波多野 カツ子 女 100 歳（明木）
篠原 常義 男 100 歳（江向）
林 榮子 女 100 歳（呉服町）
本永 正子 女 100 歳（山田）
増野 典子 女 100 歳（須佐）
神本 智子 女 99 歳（川上）
山本 サダ子 女 99 歳（椿東）
松浦 ユキエ 女 99 歳（大井）
世良 子 女 99 歳（福井下）
田村 文子 女 99 歳（須佐）

地 域 人口
（人）

65歳以上
人口（人） 男 女 高齢化率

（％）

萩 39,087 14,027 5,620 8,407 35.89

川上 914 431 167 264 47.16

田万川 2,856 1,315 541 774 46.04

むつみ 1,595 835 353 482 52.35

須佐 2,771 1,312 538 774 47.35

旭 1,733 830 327 503 47.89

福栄 1,933 938 364 574 48.53

合 計 50,889 19,688 7,910 11,778 38.69

地域別の高齢化率 （８月31日現在）

※了承をいただいた方のみ掲載しています。

市内の長寿者

祝敬老

　萩市の65歳以上の人
口は８月31日現在、1万
9,688人です。

　人口に占める高齢者の割合（高齢化率）
は、38.69％で、約３人に１人は65歳以上
です。また、80歳以上の人口は6,904人
（13.57％）、90歳以上の人口は1,269人
（2.49％）となっています。

高齢化率は
38.69％

　敬老の日を前に９月 16 日、野村市長が市内最高齢者の水津タ
ツさん、男性最高齢者の河野海次さん、今年度満 100 歳を迎え
られる篠原常義さんを訪問し、長寿を祝いました。
　市では敬老のお祝いとして、今年度 80 歳（傘

さん

寿
じゅ

）、88 歳（米
べい

寿
じゅ

）、
90 歳（卒

そつ

寿
じゅ

）、100 歳以上の方に祝品等を贈呈しました。
　今年度中に萩市内で 100 歳以上となられる方は 49 人です。

（９月 18 日現在）

河
こ う の

野 海
み つ ぐ

次 さん
（101歳、椿東）

　長寿の秘訣は、いつもいろ
いろなことに興味をもって生
活することです。まだ元気な
ので、2020年の東京オリン
ピックを見て、その次は長寿
日本一を目指したいです。

篠原 常
つねよし

義 さん
（100歳、江向）

　師範学校卒業後、教員とし
て明倫小をはじめとして市内
の小中学校で38年勤務しま
した。新聞は全面を隅から隅
まで見ています。人と話をす
るのがとても好きです。

今年度中に100歳以上、
年齢は９月21日現在、敬称略

水
す い ず

津 タツ さん
（104歳、椿東）

　人と話すことと、食べるこ
とが大好きで、今も子どもた
ちと同じものを残さず食べて
いることが長寿の秘訣です。
60歳になるまで、夫が心配す
るほどよく働いていました。
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山
陰
自
動
車
道
（
益
田
〜
萩
間
）
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
（
萩
市
、
阿
武
町
、
山

口
市
、
益
田
市
、
津
和
野
町
、
吉よ
し
か賀
町
）

で
は
、
山
陰
道
（
益
田
〜
萩
間
）
の
早
期

整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
決
起
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

山
陰
道
（
益
田
〜
萩
間
）
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
、
早
期
整
備
の
要
望
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
年
４
月
に
開
催
さ
れ
た
国

の
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
中

国
地
方
小
委
員
会
で
、
優
先
整
備
区
間
と

し
て
、「
小こ
は
ま浜

〜
田
万
川
」、「
木
与
付
近
」、

「
大
井
〜
萩
」
の
３
区
間
が
選
定
さ
れ
、

計
画
段
階
評
価
に
移
行
と
な
り
、
事
業
化

に
向
け
た
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
、
期
成
同
盟
会
の
構
成
自
治
体

が
一
丸
と
な
っ
て
、
優
先
整
備
区
間
に
選

定
さ
れ
た
区
間
の
早
期
事
業
化
を
要
望
す

る
と
と
も
に
、
今
回
選
定
さ
れ
な
か
っ
た

区
間
に
つ
い
て
も
、
速
や
か
な
計
画
段
階

評
価
へ
の
移
行
を
目
指
し
た
活
動
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

山
陰
道
の
一
刻
も
早
い
整
備
を
願
う
地

域
の
要
望
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
12
日
（
月
・
祝
）
午
後
２

時
〜

■
と
こ
ろ　

Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
農
協
会

館
３
階
大
会
議
室

■
内
容

◦
意
見
発
表
（
萩
市
・
阿
武
町
・
益
田
市

の
代
表
者
）

◦
記
念
講
演　

演
題
「
山
陰
道
（
益
田
〜

萩
間
）
の
事
業
化
に
向
け
て
（
仮
）」
▽

講
師
：
国
土
交
通
省
職
員

◦
大
会
決
議

■
問
い
合
わ
せ

土
木
課
（
２
５
・
３
８
３
２
）

一日も早い全線開通を目指して

道路計画に関するアンケート
にご協力ください！

栃
木
県
・
茨
城
県
・
宮
城
県
等
の
大
雨
に
よ
る

災
害
の
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
９
月
10
日
に
発
生
し
た
、
栃

木
県
・
茨
城
県
・
宮
城
県
等
の
大
雨
に
よ

る
災
害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
し

て
、
義
援
金
を
受
け
付
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
救
援
物
資
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

取
り
扱
い
し
て
い
ま
せ
ん
。

■
義
援
金
受
付
場
所

◦
福
祉
政
策
課（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

◦
市
役
所
本
庁
福
祉
事
務
所
、
広
報
課

◦
見
島
支
所
、
三
見
出
張
所
、
大
井
出
張

所
、
大
島
出
張
所

◦
川
上
総
合
事
務
所

◦
田
万
川
総
合
事
務
所
・
小
川
支
所

◦
む
つ
み
総
合
事
務
所
・
高
俣
支
所

◦
須
佐
総
合
事
務
所
・
弥
富
支
所

◦
旭
総
合
事
務
所
・
佐
々
並
支
所

◦
福
栄
総
合
事
務
所
・
紫
福
支
所

◦
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
・
各
事
務

所■
義
援
金
受
付
期
間

11
月
30
日
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
政
策
課
（
２
５
・
３
５
５
０
）

10月からごみ処理施設へ直接持ち
込む場合の手数料が統一されました
　10 月から、ごみを処理施設へ直接持ち込む場合の
手数料が、大井不燃物埋立処分場、田万川リサイクル
センターでも、萩・長門清掃工場（はなもゆ）と同じ
料金に統一されました。
■問い合わせ　環境衛生課（２５・３１４６）、各総
合事務所市民窓口部門

　国では、山陰道の計画にあたり、
生活に役立つ道路とするため、周
辺地域の皆さんへのアンケート調
査が間もなく行われる予定です。
アンケート用紙が届きましたら、
早期整備を願う地域の声を届ける
ため、ご協力をお願いします。
　詳細が決まり次第、市報でお知
らせします。

山陰自動車道
（益田～萩間）
整備促進決起大会
を開催します

※指定ごみ袋で搬入しても無料になりません。
※なお、休日ごみ集積所への出し方は今までどおりです。

▷料金料
ごみの区分 ごみ処理手数料

家庭から出るごみ 10kg ごと100 円
事業所から出るごみ 10kg ごと170 円
産業廃棄物に該当するもの 10kg ごと220 円

▷搬入先

※田万川リサイクルセンターは、家庭から出るごみのみ
の受け入れとなります。

ごみの区分 持込先施設名

燃やせるごみ 萩・長門清掃工場（はなもゆ）

燃やせないごみ 大井不燃物埋立処分場
田万川リサイクルセンター

10 12月 日
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※国体出場者については、情報提供があった市内学校を卒業した市外の学校在学者や社会人もお名前を紹介しています。
　なお、ご本人の意向により、写真を掲載していない方もおられます。

全国大会出場おめでとう！
カ
ヌ
ー

（
10
月
１
日
〜
４
日
）

国
民
体
育
大
会（
２
０
１
５
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
）（

９
月
26
日
〜
10
月
６
日　

和
歌
山
県
）

陸上競技 （10月２日〜６日）

（西京高校１年、明木中卒）大玉 華
か り ん

鈴走幅跳

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
２
０
１
５
紀
の
国
わ
か
や
ま
大
会
）

（
10
月
24
日
〜
26
日　
和
歌
山
県
）

足立 和
か ず や

也
（江向）

△成年男子
スラローム
カヤックシングル

高橋 怜
りょうや

也
（椿）

△成年男子
ワイルドウォーター
カヤックシングル

岡崎 遥
は る か

海
（萩商工高２年）

△成年女子
スラロームカヤック
シングル］

市
い ち ば

場 大
だ い き

樹
（江向）

△コーチ

（
10
月
３
日
〜
４
日
）

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

田中 孝
たかのり

典
（山口市、萩商工高卒）

石川 大
た い き

樹
（山田）（椿東）

田村 奈
な お こ

緒子

ボ
ウ
リ
ン
グ（

９
月
27
日
〜
10
月
２
日
） （椿東）

阿部 一
かずみち

道

卓
球

（
９
月
26
日
〜
30
日
）

▷監督

（平安古町）
金子 都

つ や こ

子

【フライングディスク】

（塩屋町）
阿
あ ん の

武 妙
た え か

香

【水泳】

（平安古町）
佐
さ え き

伯 良
よ し き

樹

【陸上競技】
▷ 50 ｍ平泳ぎ
▷ 25 ｍ自由形

▷ジャベリングスロー
▷立幅跳

（椿東）
田中 真

しんいち

一

【陸上競技】
▷コーチ
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（10月23日〜25日　周南市）

全日本卓球選手権大会
（マスターズの部）

前田 洋
よ う じ

二（堀内）

▷男子ローシックスティ
（60 歳以上）

池田 千
ち え こ

恵子（椿）

▷女子ローセブンティ
（70 歳以上）

武
たけやす

安 優
ゆ な

奈
（明倫小４年）

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
決
勝

大
会

（
９
月
21
日　
東
京
都
）

全国健康福祉祭やまぐち大会（ねんりんピックおいでませ！山口2015）
（10 月 17 日〜 20 日 山口県）

【ラグビーフットボール】

井町 泰
よしはる

治
（浜崎新町）

【水泳】

「耐寒」

上田 多
た み こ

美子（椿）樋口 昭
しょうじ

二（山田）

【将棋】

湯田 洋
よういち

一（椿） 今田 信
の ぶ お

夫（塩屋町）

【写真】【卓球】

［後列左から］村
む ら た

田 彰
あきら

（椿東）、森
もりわき

脇 一
か ず お

夫（椿東）、大
お お つ

津 邦
くにあき

昭（細工町）、
原
は ら だ

田 明
あきら

（椿東）、横
よこやま

山 好
よ し の ぶ

信（川上）、［前列左から］能
の う み

美 龍
た つ お

夫（河添）、
吉
よしむら

村 忠
ただよし

義（椿東）、有
あ り た

田 良
りょうじ

二（椿東）、西
にしむら

村 迪
み ち お

夫（江向）、秋
あ き お

尾 護
まもる

（椿東）

L
レ オ ー ネ

EONE

全国ソフトバレー・スポレクフェスティバル
in大阪枚方

（10月10日〜12日　大阪府）

［後列左から］岡育
い く よ し

良（福井下）、刀禰洋
ひろし

（椿東）、
阿
あ ん の

武聡
さとし

（椿東）、池部隆
りゅういち

一（河添）［前列左から］岡千
ち え み

恵美（福井下）、
鮎川ミヤ子（玉江）刀禰瑞

み ず え

恵（椿東）［写真なし］白石美
み か

香（平安
古町）、大野克

かつなり

也（椿）
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子
育
て
世
帯
を
応
援
！

センサスくん

　

平
成
25
年
７
月
の
集
中
豪
雨
災
害
に
よ

り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
、東
部
地
域（
須

佐
・
田
万
川
地
域
）
の
地
域
活
力
の
再
生

に
向
け
、
定
住
促
進
と
子
育
て
世
帯
を
応

援
す
る
た
め
、
新
た
に
市
外
か
ら
転
入
し

よ
う
と
す
る
子
育
て
世
帯
向
け
低
家
賃
住

宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

市
外
に
お
住
ま
い
の
子
育
て
世
帯
の
方

で
、
萩
で
暮
ら
し
た
い
方
へ
の
ご
紹
介
を

お
願
い
し
ま
す
。

〔
募
集
内
容
〕

■
募
集
戸
数　

４
戸

◦
構
造　

木
造
２
階
建
て
（
一
戸
建
て
）

◦
延
床
面
積　

約
84
㎡
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）、

駐
車
場
あ
り

■
場
所　

萩
市
大
字
須
佐
（
青
葉
台
）、

旧
奈
古
高
須
佐
分
校
跡
地

■
家
賃　

入
居
す
る
子
ど
も
の
人
数
に
よ

っ
て
、
最
大
３
万
円
の
控
除
あ
り
。
基
準

家
賃
４
万
円

■
入
居
時
期　

平
成
28
年
4
月
1
日
以
降

■
入
居
申
込
者
の
資
格　

次
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
こ
と

◦
入
居
申
し
込
み
時
に
、
市
外
に
居
住
し

て
い
る

◦
入
居
時
、
同
居
の
子
に
小
学
生
以
下
の

子
が
い
る
（
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
者
を
含
む
）

◦
入
居
時
、
東
部
地
域
（
須
佐
・
田
万
川

地
域
）
に
居
住
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
入

居
者
・
親
族
の
所
有
す
る
住
宅
が
な
い

◦
東
部
地
域
に
定
住
し
、
地
域
活
性
化
に

貢
献
す
る
意
思
が
あ
る

◦
地
方
税
を
完
納
し
て
い
る

◦
入
居
者
、
同
居
者
が
暴
力
団
員
で
な
い

■
募
集
期
間　

10
月
１
日
〜
１
月
29
日

（
当
日
消
印
有
効
）

■
募
集
方
法　

生
活
再
建
支
援
事
業
部
に

備
え
付
け
の
申
請
書
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項

を
記
入
、
必
要
書
類
を
添
付
し
、
郵
送
ま

た
は
持
参

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
５
９
︲
３
４
１
１ 

萩
市
大
字
須
佐

４
５
７
０ 

萩
市
生
活
再
建
支
援
事
業
部

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
３
）

うみかぜ 須佐住宅
市外からの入居者を募集

萩市東部地域定住促進住宅

　

東
部
地
域
定
住
促
進
住
宅
の
愛
称

を
８
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
２
７
７
件
の
応
募
が
あ

り
、
選
考
の
結
果
、
志し

が賀
海か

い

と
偉
斗
さ

ん
（
育
英
小
１
年
）
の
「
東
部
地
域

の
海
と
風
を
感
じ
、
自
然
を
感
じ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ

た
、「
う
み
か
ぜ
」に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
10
月
１
日
現
在
で
、
全
国
一
斉

に
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
む
す
べ
て

の
人
を
対
象
と
す
る
国
の
最
も
重
要
な

統
計
調
査
で
、
法
律
で
回
答
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
調
査
の
流
れ

①
10
月
１
日
（
木
）
〜
７
日
（
水
）

　

紙
の
調
査
票
を
配
布
し
た
世
帯
を
再

訪
問
し
、
調
査
票
の
提
出
状
況
の
確
認

と
回
収
を
行
い
ま
す
。

②
10
月
８
日
（
木
）
〜
10
日
（
土
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
を
し
た
世

帯
、
郵
送
提
出
し
た
世
帯
、
調
査
員
に

調
査
票
を
提
出
し
た
世
帯
を
含
む
全
世

帯
に
「
調
査
票
の
提
出
に
つ
い
て
」（
確

認
状
）
を
配
布
し
ま
す
。

　

こ
の
確
認
状
は
、
礼
状
も
兼
ね
て
い

ま
す
の
で
、
す
で
に
提
出
さ
れ
た
世
帯

に
も
配
布
を
し
ま
す
。

③
10
月
18
日
（
日
）
〜
20
日
（
火
）

　

調
査
票
未
提
出
世
帯
を
再
訪
問
し
、

「
調
査
票
の
提
出
の
最
終
確
認
に
つ
い

て
」（
督
促
状
）
を
配
布
し
ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
世
帯

へ
の
お
願
い

　

す
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
さ
れ

た
方
で
、
10
月
１
日
現
在
、
世
帯
員
の

異
動
な
ど
回
答
内
容
に
変
更
が
あ
る
場

合
に
は
、
再
度
ロ
グ
イ
ン
し
て
、
10
月

20
日
ま
で
に
修
正
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

国
勢
調
査
を
騙
り
、
個
人
情
報
を
聞

き
出
そ
う
と
す
る
事
案
が
萩
市
で
も
発

生
し
ま
し
た
。

　

国
勢
調
査
員
は
、
顔
写
真
入
り
の
国

勢
調
査
員
証
と
従
事
者
用
腕
章
を
身
に

着
け
て
い
ま
す
。
特
に
、
国
勢
調
査
で

は
、
年
金
の
有
無
、
取
り
引
き
の
あ
る

金
融
機
関
、
預
貯
金
の
額
な
ど
お
金
に

関
す
る
こ
と
を
お
尋
ね
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
国
勢
調
査
員
に
は
守
秘
義
務

が
あ
り
、
調
査
内
容
の
秘
密
は
保
護
さ

れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
統
計
係

　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
４
３
１
）

10
月
以
降
の
調
査
の
流
れ
に
つ
い
て

みらいちゃん

子
育
て
世
帯
を
応
援
！
今
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
す
！

愛称

愛
称
が「
う
み
か
ぜ
」に
決
定

！
家賃を子ども
の人数に応じ
て軽減します

イメージ図
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河
川
水
質
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

市
で
は
、
公
害
防
止
と
生
活
環
境
の
保

全
を
目
的
に
、
阿
武
川
・
佐さ

ざ々

連れ

川が
わ

・
田

万
川
の
水
質
調
査
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔
調
査
地
点
・
時
期
〕

◎
阿
武
川　

５
地
点
（
明
木
川
合
流
点
下

流
・
立た
ち

野の

川
合
流
点
下
流
・
目
代
水
源
地

上
流
・
萩
橋
・
玉
江
橋
）

　

水
質
調
査　

年
２
回
（
５
月
・
10
月
）

　

底
質
調
査　

年
１
回
（
10
月
）

◎
佐
々
連
川　

蕪か
ぶ

根ね

川が
わ

合
流
点

　

水
質
調
査　

年
１
回
（
10
月
）

◎
田
万
川　

８
地
点

　

水
質
調
査　

年
１
回
（
９
月
）

■
水
質
調
査

○
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
項
目

【
水
素
イ
オ
ン
濃
度
・
生
物
化
学
的
酸
素

要
求
量
・
浮
遊
物
質
量
・
溶
存
酸
素
量
・

大
腸
菌
群
数
】

　

一
部
河
川
に
お
い
て
、
大
腸
菌
群
数
が

基
準
を
超
過
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以

外
で
は
環
境
基
準
に
適
合
し
て
い
ま
し

た
。

　

阿
武
川
と
佐
々
連
川
で
は
、
河
川
水
質

の
代
表
的
な
汚
濁
指
標
で
あ
る
生
物
化
学

的
酸
素
要
求
量
は
、
過
去
５
年
間
と
も
基

準
値
に
適
合
し
て
い
ま
す
。

※
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
（
B
Ｏ
D
）

　

水
中
の
有
機
物
質
が
好
気
性
微
生
物
に

よ
り
分
解
さ
れ
る
時
に
消
費
さ
れ
る
酸
素

の
量
の
こ
と
で
、
数
値
が
高
い
ほ
ど
汚
濁

が
進
ん
で
い
ま
す
。

※
大
腸
菌
群
数

　

降
水
量
等
の
気
象
条
件
に
大
き
く
影
響

さ
れ
る
ほ
か
、
動
物
に
よ
る
も
の
以
外
に

自
然
界
の
細
菌
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
検
出
を
も
っ
て
汚
染
の
発

生
を
断
定
す
る
も
の
で
な
く
、
可
能
性
を

示
す
目
安
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
人
の
健
康
の
保
護
に
関
す
る
項
目

【
カ
ド
ミ
ウ
ム
・
砒ひ

素そ

・
ふ
っ
素
ほ
か
24

項
目
】（
阿
武
川
・
佐
々
連
川
で
実
施
）

　

全
調
査
地
点
で
環
境
基
準
に
適
合
し
て

い
ま
し
た
。

■
阿
武
川
底
質
調
査

○
土
壌
汚
染
の
保
全
項
目

　

全
て
の
項
目
に
お
い
て
基
準
値
以
下
で

し
た
。

※
調
査
結
果
の
詳
細
（
各
数
値
等
）
に
つ

い
て
は
、
環
境
衛
生
課
、
田
万
川
総
合
事

務
所
、
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
阿
武
川
・
佐
々
連
川
の
調
査
結
果

環
境
衛
生
課
（
２
５
・
３
３
４
１
）

▽
田
万
川
の
調
査
結
果

田
万
川
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門

　
　
　
（
０
８
３
８
７
・
２
・
０
３
０
０
）

平
成
26
年
度

調
査
結
果

　

市
で
は
、
就
業
機
会
が
少
な
い
こ
と

や
若
者
等
の
市
外
流
出
に
よ
る
人
口
減

少
、
離
職
者
の
雇
用
確
保
等
の
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
独
創
性
や
地
域
へ
の

波
及
効
果
の
あ
る
事
業
内
容
に
よ
り
新

た
に
起
業
す
る
方
を
対
象
に
、
事
業
所

開
設
等
に
必
要
な
資
金
を
補
助
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
の
前
期
募
集
か
ら
制
度
を
改

正
し
、
対
象
者
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
方
法　

商
工
振
興
課
備
え
付
け

の
申
請
書
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要
書
類
を
添
付

し
提
出

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

商
工
振
興
課
（
２
５
・
３
８
１
１
）

■起業化支援補助金制度の概要

対象者

■後期募集期間　10 月 1 日〜 31 日
平成 27 年７月〜平成 28 年３月までに起業した、
または起業予定の方、および新分野進出等により
規模拡大した、または規模拡大予定の既存事業者
①起業の日、開業の日に市内に居住、または居住
を予定している方
②市内に起業のため事業所を設置、または設置し
ようとしている方（加盟小売店を除く）、新分野
進出のために規模拡大をしようとする既存事業者
③市税をすべて完納している方
※ただし、他の条件で対象にならない場合もあり
ます。

補助対
象経費

①事業所の賃貸または開設に係る経費
②設備、備品購入費
③従業員の人材育成費
④広告宣伝費
⑤その他事業開始に係る経費

（不動産取得、法人化にかかる経費を除く）
※補助対象経費の合計が 50 万円以上となる事業。

補助率 2 分の 1 以内（上限 50 万円）

添付
書類

①法人は法人登記簿謄本・定款、個人は税務署提
出の開業届出書の写し
②事業計画書
③申請者の市税の納税証明書またはこれに代わる
書類

起業化を支援します！
開
設
費
等
の
50
％
以
内
、上
限
50
万
円

補
助
制
度
の
後
期
募
集
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
12
桁
の
個
人
番
号

の
こ
と
で
、
住
民
票
を
有
す
る
す
べ
て
の

方
に
萩
市
で
は
、
11
月
中
旬
に
送
付
さ
れ

る
予
定
で
す
。
平
成
28
年
1
月
か
ら
は
社

会
保
障
、
税
、
災
害
対
策
に
お
け
る
各
種

手
続
に
お
い
て
本
人
確
認
と
と
も
に
個
人

番
号
の
記
載
・
確
認
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
一
生
使
う
こ
と
に
な

る
の
で
通
知
カ
ー
ド
は
確
実
に
受
け
取

り
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
通
知
カ
ー
ド

○
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
紙
製

の
カ
ー
ド
で
す
。

○
住
民
票
の
住
所
に
転
送
不
要
の
簡
易
書

留
（
世
帯
主
宛
）
に
よ
り
郵
送
さ
れ
ま
す
。

○
初
回
の
発
行
手
数
料
は
無
料
で
す
。
紛

失
さ
れ
た
場
合
等
の
再
発
行
に
は
手
数
料

が
か
か
り
ま
す
。

○
住
所
変
更
等
の
手
続
き
の
際
は
通
知
カ

ー
ド
に
記
載
の
住
所
等
を
変
更
し
ま
す
の

で
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
個
人
番
号
カ
ー
ド

○
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
、
顔
写
真
が
表
示
さ
れ
た
Ｉ

通
知
カ
ー
ド
と
個
人
番
号
カ
ー
ド

△通知カード：紙製のカードで、すべての方
に通知されます。

○
平
成
27
年
12
月
末
で
住
基
カ
ー
ド
の

新
規
発
行
、
交
付
が
終
了
し
ま
す
。

○
平
成
27
年
12
月
末
ま
で
に
交
付
さ
れ

た
住
基
カ
ー
ド
は
有
効
期
限
ま
で
有
効

で
す
。

○
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
取
得
さ
れ
た
場

合
は
住
基
カ
ー
ド
を
返
納
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。（
重
複
所
持
は
で
き
ま
せ
ん
）

○
住
基
カ
ー
ド
向
け
公
的
個
人
認
証

（
電
子
証
明
書
）
の
新
規
発
行
・
失
効

お
よ
び
更
新
業
務
の
終
了
日
は
平
成
27

年
12
月
22
日
（
火
）
で
す
。

○
平
成
27
年
12
月
ま
で
に
住
基
カ
ー
ド

に
搭
載
し
た
電
子
証
明
書
は
、
電
子
証

明
書
の
有
効
期
限
が
終
了
す
る
ま
で
使

用
で
き
ま
す
。

○
平
成
27
年
分
の
確
定
申
告
を
電
子
証

明
書
で
さ
れ
る
ご
予
定
の
方
は
電
子
証

明
書
の
有
効
期
限
を
必
ず
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
確
定
申
告
ま
で
に
有
効
期
限
が

到
来
す
る
方
は
、
電
子
証
明
書
の
更
新

手
続
き
を
お
勧
め
し
ま
す
。
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
開
始
当
初
は
申
し
込
み
が

集
中
し
交
付
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
と

予
測
さ
れ
、
確
定
申
告
に
間
に
合
わ
な

い
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
市
報
11
月
１
日
号
で
は
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
申
請
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
戸
籍
・
登
録
係（
２
５
・
３
４
９
３
）

確
定
申
告
で
電
子
申
告
さ
れ
る

方
な
ど
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

△個人番号カード：プラスチック製のカード
で、顔写真入りです。通知カードが届き次第
申請し、平成 28 年 1 月から交付されます。

シリーズ マイナンバー

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）に
関
す
る
お
知
ら
せ

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基

カ
ー
ド
）
を
お
持
ち
の
方
へ

Ｃ
チ
ッ
プ
付
き
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
カ
ー

ド
で
す
。

○
本
人
確
認
の
た
め
の
身
分
証
明
書
と
し

て
利
用
で
き
ま
す
。

○
ｅ
︲
Ｔ
ａ
ｘ
等
の
電
子
申
請
等
が
行
え

る
電
子
証
明
書
が
標
準
搭
載
さ
れ
ま
す
。

○
通
知
カ
ー
ド
と
違
い
、
申
請
さ
れ
た
方

だ
け
に
交
付
さ
れ
る
カ
ー
ド
で
す
。

○
通
知
カ
ー
ド
が
届
き
次
第
、
通
知
カ
ー

ド
と
と
も
に
送
付
さ
れ
る
個
人
番
号
カ
ー

ド
交
付
申
請
書
に
よ
り
申
請
可
能
で
、
交

付
は
平
成
28
年
1
月
か
ら
で
す
。

○
初
回
の
発
行
手
数
料
は
無
料
で
す
。
紛

失
さ
れ
た
場
合
等
の
再
交
付
に
は
手
数
料

が
か
か
り
ま
す
。

○
有
効
期
限
は
、
20
歳
以
上
は
発
行
後
10

回
目
（
20
歳
未
満
の
方
は
５
回
目
）
の
誕

生
日
ま
で
で
す
。

○
住
所
変
更
等
の
手
続
き
の
際
は
個
人
番

号
カ
ー
ド
に
記
載
の
住
所
等
を
変
更
し
ま

す
の
で
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

通知カード

通知番号

氏名

氏名

住所

住所

性別

性別

1234　5678　9012
番号　花子

番号　花子

○○県□□市△△町◇丁目○番地▽▽号

○○県□□市△△町◇丁目○番地▽▽号

女

女

個人番号
カード

平成元年３月31日生

平成元年３月31日生
□□市長

2026年●月○日まで有効

発行日 平成27年10月NN日 □□市長

マイナンバーキャラクター

マイナちゃん
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コース 曜日 ステーション・時　間

わ
く
わ
く
号
︵
萩
・
川
上
・
む
つ
み
・
旭
・
福
栄
地
域
︶

1 木
（第1・3）

山田保育園

9:30〜10:00

住の江保育園

10:10〜10:35

萩幼稚園

10:50〜11:30

三見
小・中学校

12:45〜13:15

三見保育園

13:25〜13:45

さんみ苑

13:55〜14:20

三見市
仁王会館

14:35〜14:55

2 金
（第1・3）

萩光塩学院
幼稚園

9:30〜9:50

土原保育園

10:00〜10:30

山口県漁協玉江
浦支店裏駐車場
10:45〜11:05

椿西小学校

13:00〜13:35

椿保育園

13:45〜14:15

春日保育園

14:30〜14:55

木間
小･中学校

15:50〜16:20

3 木
（第2・4）

大井保育園

9:50〜10:15

オアシス
はぎ園

10:20〜10:45

山口県漁協
大井湊支店
10:55〜11:20

山口県漁協
大井浦支店
11:30〜11:50

大井小学校

13:00〜13:30

越ケ浜小学校

13：50〜14:10

越ケ浜せり場

14:20〜15:05

椿の郷

15:15〜15:45

4 金
（第2・4）

萩総合支援
学校

10:10〜10:40

日の丸保育園

11:00〜11:40

椿東小学校

13:00〜13:40

椿東保育園

14:00〜14:30

越ケ浜保育園

15:15〜15:45

越ケ浜中学校

16:10〜16:25

5 火
（第1・3）

佐々並小学校

10:20〜10:35

あさひ保育園
佐々並分園
10:45〜11:15

明木小学校
明木中学校

13:00〜13:30

ちはるえん

13:40〜14:10

福祉複合施設
「つばき」

14:30〜15:30

6 水
（第1・3）

あさひ保育園

9:30〜9:50

白水小学校

10:20〜10:40

川上中学校

13:20〜13:40

かわかみ苑

13:50〜14:20

川上公民館

14:25〜14:40

川上小学校

14:45〜15:15

川上保育園

15:25〜15:55

7 火
（第2・4）

福川小学校

10:10〜10:30

むつみ保育園

10:50〜11:20

むつみ園

11:25〜11：45

むつみ中学校

13:00〜13:35

ハピネス
ふくえ

14:10〜14:30

福川保育園

14:40〜15:10

8 水
（第2・4）

むつみ小学校

10:10〜10:35

紫福園

11：00〜11:25

福栄中学校

13:10〜13:30

萩市役所
紫福支所

13:45〜14:00

紫福保育園

14:10〜14:35

紫福小学校

14:50〜15:20

9 月
（第２）

大島渡船場

11:30〜11:50

大島
小・中学校

12:00〜12:15

大島保育園

12:15〜12:40

ま
な
ぼ
う
号
︵
須
佐
・
田
万
川
地
域
︶

田
万
川

火
（月2回）

介護サービス
ぬくもり

10:30〜10:45

小川交流
センター

11:05〜11:20

田万川保育園
小川分園

12:45〜13:00

小川小学校

13:00〜13:40

阿北苑

13:50〜14:05

田万川保育園

14:20〜14:35

八幡集会所

14:45〜15:00

須
佐
Ａ

毎週水
すさ苑

10:30〜10:45

生活支援
ハウス寿

10:50〜11:10

須佐保育園

12:45〜13:05

須佐中学校

13:10〜13:40

みやこ編物

14:05〜14:20

育英元気っ子

14:35〜14:55

須佐総合
事務所

15:00〜15:20

弥
富 毎週木

多磨小学校

10:10〜10:30

田万川コミュニ
ティセンター
10:45〜11:00

弥富小学校

13:00〜13:20

森林組合
須佐支所

13:25〜13:40

弥富公民館

13:45〜14:00

鈴野川
健康増進施設
14:20〜14:35

るーらる
SHOP315

15:00〜15:15

須
佐
Ｂ

毎週金
山口県漁協
須佐支店

10:30〜10:45

しんわ苑

12:30〜12:45

育英小学校

12:55〜13:30

　移動図書館は、図書館から遠い地域の方にも気軽に利用して
いただくために、市内全域 13 コースを巡回しています。
　10月から「小川交流センター」が新しくコースに加わります。

館移 動 図 書

10月〜３月後 期

萩図書館（25・6355）
須佐図書館（08387・6・5500）

問い合わせ

巡回予定表

わくわく号
（椿東保育園）

10月から
「小川交流　
センター」

が加わります

まなぼう号
（生活支援ハウス寿

ことぶき

）
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臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請

は
お
済
み
で
す
か

　

昨
年
の
４
月
か
ら
、
消
費
税
率

が
８
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措

置
と
し
て
臨
時
給
付
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。
申
請
が
お
済
み
で
な

い
方
は
、
11
月
４
日
ま
で
に
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
支
給
対
象
者　

市
民
税
非
課
税

者
（
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

方
、
生
活
保
護
受
給
者
を
除
く
）

※
該
当
と
見
込
ま
れ
る
方
に
は
、

７
月
下
旬
に
申
請
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

■
申
請
期
限　

11
月
４
日

■
申
請
方
法　

申
請
書
を
郵
送
、

ま
た
は
市
役
所
ロ
ビ
ー
臨
時
給
付

金
申
請
受
付
特
設
コ
ー
ナ
ー
、
各

総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門
、
支

所
・
出
張
所
に
提
出

■
支
給
日　

10
月
１
日
か
ら
随
時

○
臨
時
福
祉
給
付
金
詐
欺
に
ご
注

意
を
!!

　

臨
時
給
付
金
に
関
し
て
、
市
町

村
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ

（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金

自
動
支
払
機
）
の
操
作
を
お
願
い

す
る
こ
と
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
政
策
課
（
２
５
・
３
５
５
０
）

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

　

市
で
は
10
月
１
日
か
ら
、
65
歳

以
上
の
希
望
者
等
に
対
し
、
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

を
行
い
ま
す
。
１
回
分
に
限
り
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
接
種
期
間　

10
月
１
日
〜
平
成

28
年
２
月
29
日

※
医
療
機
関
に
よ
り
接
種
時
期
は

異
な
り
ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
65
歳
以

上
の
方
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で

心
臓
や
腎
臓
等
に
重
い
病
気
を
有

す
る
方

■
接
種
場
所　

山
口
県
医
師
会
お

よ
び
益
田
市
医
師
会
に
属
す
る
高

齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

受
託
医
療
機
関

■
自
己
負
担
額　

１
４
５
０
円

※
生
活
保
護
受
給
者
は
自
己
負
担

が
免
除
（
医
療
依
頼
証
を
提
示
）。

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
（
２
６
・
０
５
０
０
）

萩
市
戦
没
者
追
悼
式

○
萩
・
川
上
・
む
つ
み
・
旭
・
福

栄
地
域

■
と
き　

10
月
21
日
（
水
）
午
前

10
時
〜

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

○
田
万
川
・
須
佐
地
域

■
と
き　

10
月
30
日
（
金
）
午
前

10
時
〜

■
と
こ
ろ　

須
佐
文
化
セ
ン
タ
ー

○
見
島
地
区

■
と
き　

10
月
22
日
（
木
）　

午

前
11
時
〜

■
と
こ
ろ　

見
島
ふ
れ
あ
い
交
流

セ
ン
タ
ー

主
催
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
政
策
課（
２
５
・
３
５
５
０
）、

各
総
合
事
務
所
、
見
島
支
所

国
際
交
流
員
（
Ｃ
Ｉ
Ｒ
）

を
派
遣
し
ま
す

　

市
で
は
、
民
間
団
体
な
ど
が
実

施
す
る
国
際
交
流
事
業
に
、
８
月

か
ら
着
任
し
た
国
際
交
流
員
（
日

　

８
月
１
日
〜
31
日
で
、
６
８
７

件
７
２
８
万
４
０
０
０
円
の
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
平
成
27
年
度
累
計
４
５
０
３
件
、

４
８
０
４
万
２
５
０
１
円
）

【
10
万
２
０
０
０
円
】
杉
本
博ひ
ろ
ひ
さ久

（
東
京
都
）

【
10
万
円
】
山
下
秀ひ
で
ゆ
き
行
（
大
阪
府
）

【
５
万
円
】
河
村
光み
つ
お男
（
兵
庫
県
）

【
３
万
円
】
岡
崎
一か
ず
お夫
（
滋
賀
県
）、

岡
健け
ん
い
ち
一
（
福
岡
県
）

【
１
万
円
】
佐
藤
範の
り
ひ
ろ
宏
（
北
海
道
）、

光こ
う
の野

芳よ
し
お男（

茨
城
県
）、
山
本
幸ゆ
き
ま
さ正

ふ
る
さ
と
寄
付

寄
付

◦
松し
ょ
う
え
い
ど
う

栄
堂（
岩
田
憲け
ん
じ二
氏
）
か
ら

ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ー
ラ
ー

◦
萩
市
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

協
会（
秋あ
き
お尾

護
ま
も
る

会
長
）
か
ら
現
金

５
万
円

（
千
葉
県
）、茂も

ぎ木
良よ
し
お夫（
東
京
都
）、

西に
し
も
り森
み
ゆ
き
（
京
都
府
）、
朝あ
さ
き木

美み

え恵
（
和
歌
山
県
）

※
本
人
の
承
諾
を
い
た
だ
い
た
も

の
の
み
掲
載
（
11
件
）。
敬
称
略
。

※
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
か
ら
申
し

込
み
を
さ
れ
た
方
は
、
萩
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

本
語
可
）
を
派
遣
し
、
地
域
の
国

際
交
流
の
推
進
に
協
力
し
ま
す
。

　

国
際
交
流
員
の
派
遣
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
派
遣
申
し
込
み
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
派
遣
地　

市
内
の
団
体
お
よ
び

企
業（
開
催
場
所
は
市
内
に
限
定
）

■
派
遣
が
可
能
な
内
容　

英
語
に

よ
る
地
域
の
国
際
交
流
活
動
、
国

際
理
解
の
た
め
の
活
動
な
ど
（
営

利
を
目
的
と
し
た
事
業
、
宗
教
・

政
治
活
動
に
利
す
る
事
業
や
単
な

る
通
訳
・
翻
訳
員
と
し
て
の
派
遣

依
頼
、
個
人
申
請
ま
た
は
個
人
家

庭
へ
の
派
遣
不
可
）
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■
派
遣
日　

原
則
、
月
〜
金
曜
日

ま
で
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分
ま
で
（
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）

■
派
遣
費
用　

報
酬
・
謝
礼
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
開
催

場
所
ま
で
の
送
迎
ま
た
は
交
通

費
、
そ
の
他
活
動
の
費
用
は
ご
負

担
く
だ
さ
い

■
申
込
方
法　

①
市
へ
申
込
書
を

提
出（
申
込
書
の
内
容
を
確
認
し
、

派
遣
が
可
能
な
場
合
は
派
遣
承
諾

書
を
送
付
）、
②
国
際
交
流
員
と

直
接
事
前
打
ち
合
わ
せ
、
③
事
業

終
了
後
、
市
へ
事
業
報
告
書
を
提

出
問
い
合
わ
せ

総
務
課
（
２
５
・
１
２
３
９
）

10
月
は
男
女
共
同
参
画
推

進
月
間
で
す

　

男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
に
合

わ
せ
、
啓
発
資
料
等
を
展
示
す
る

パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

○
男
女
共
同
参
画
推
進
パ
ネ
ル
展

■
と
き　

10
月
１
日
（
木
）
〜
30

日
（
金
）

■
と
こ
ろ　

萩
図
書
館

■
テ
ー
マ　
「
わ
た
し
ら
し
く
、

あ
な
た
ら
し
く
〜
実
現
し
よ
う
！

男
女
共
同
参
画
社
会
〜
」

　

ペ
ッ
ト
は
生
活
に
潤
い
と
安

ら
ぎ
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
飼
い
主
の
マ

ナ
ー
違
反
な
ど
に
よ
る
苦
情
が

数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
は
、
責

任
を
も
っ
て
一
生
の
面
倒
を
見

る
こ
と
で
す
。
今
一
度
、
飼
い

方
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

【
犬
の
飼
い
方
】

◦
散
歩
の
と
き
は
必
ず
リ
ー
ド

を
付
け
る

◦
散
歩
時
に
し
た
フ
ン
は
必
ず

持
ち
帰
る

・
散
歩
に
行
く
前
に
自
宅
で
排

泄
す
る
よ
う
し
つ
け
る

◦
適
度
に
運
動
さ
せ
、
無
駄
吠

え
を
さ
せ
な
い

◦
住
所
や
飼
い
主
の
変
更
、
死

亡
の
と
き
は
、
市
へ
必
ず
届
け

出
る

◦
迷
い
犬
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

首
輪
に
鑑
札
を
付
け
る

○
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　

生
後
91
日
以
上
に
な
っ
た

ら
、
登
録
（
生
涯
１
回
）
と
狂

犬
病
予
防
注
射
（
毎
年
１
回
）

を
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
ね
こ
の
飼
い
方
】

◦
他
人
の
家
に
フ
ン
や
尿
を
し

た
り
、
車
に
上
が
っ
て
キ
ズ
を

つ
け
た
り
し
な
い
よ
う
屋
内
飼

育
に
努
め
る
（
交
通
事
故
や
伝

染
病
な
ど
か
ら
守
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
）

◦
不
妊
・
去
勢
手
術
な
ど
の
繁

殖
制
限
を
行
う

◦
迷
い
ね
こ
を
防
ぐ
た
め
、
首

輪
や
飼
い
主
の
氏
名
、
連
絡
先

が
わ
か
る
名
札
を
付
け
る

○
無
責
任
な
餌
や
り
は
や
め
ま

し
ょ
う

　

野
良
ね
こ
へ
の
餌
や
り
は
さ

ら
に
ね
こ
を
増
や
し
、
フ
ン
尿

等
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

す
べ
て
の
人
が
動
物
好
き
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
飼
う
自
覚
が
な

い
無
責
任
な
餌
や
り
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の

ト
ラ
ブ
ル
解
決
法
講
座

　

猫
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決

さ
れ
て
き
た
横
浜
市
職
員
の

黒く
ろ
さ
わ澤
泰や
す
しさ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

学
習
会
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

10
月
27
日
（
火
）
午

前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
参
加
料　

無
料（
申
込
不
要
）

■
主
催　

山
口
県
環
境
生
活
部

生
活
衛
生
課

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課（

２
５
・
３
６
６
１
）

ペ
ッ
ト
は
愛
情
と
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
！

犬 ねこ
引取
場所

萩健康福祉センター
（萩環境保健所 25・2663）

市環境衛生課（25・3661）
各総合事務所市民窓口部門

引取日 毎週月〜金曜日（祝日を除く）
午前8時30分〜午後5時15分

毎週月・水曜日（祝日を除く）
午前8時30分〜午後5時15分

手数料
 生後 90 日以内／ 1 頭（匹）　400 円
 生後 91 日以上／ 1 頭（匹）2,000 円
 ※県収入証紙で支払い。

■飼えなくなった犬・ねこの引き取り（事前に連絡をお願いします）

※
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
後
は

地
域
を
巡
回
展
示
し
ま
す
。

○
萩
市
女
性
相
談
窓
口

　

配
偶
者
や
交
際
相
手
か
ら
の
暴

力
を
は
じ
め
と
し
た
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
（
女
性
相
談
員

が
対
応
）。

■
萩
市
女
性
相
談
窓
口
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
（
２
５
・
３
３
６
６
）

■
Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
緊
急
用
）

０
１
２
０
・
２
３
８
・
１
２
２

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
２
２
７
）

山
口
県
最
低
賃
金
の
改
正

　

山
口
県
の
最
低
賃
金
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ

ト
等
を
含
め
、
す
べ
て
の
労
働
者

に
最
低
賃
金
以
上
の
賃
金
が
支
払

わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
最
低
賃
金　

１
時
間
７
３
１
円

■
効
力
発
生
日　

10
月
１
日

問
い
合
わ
せ

厚
生
労
働
省
山
口
労
働
局
賃
金
室

（
０
８
３
・
９
９
５
・
０
３
７
２
）
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花
と
緑
の
推
進
事
業
補
助
金

～
10
月
は
花
と
緑
の
月
間
～

　

市
で
は
、
萩
の
花
と
緑
を
守
り

育
て
次
世
代
に
継
承
す
る
「
萩
市

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
に

基
づ
き
、
市
民
や
事
業
者
の
花
と

緑
の
推
進
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

①
つ
る
植
物
を
植
栽
し
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
被
覆
に
よ

る
緑
化

②
生
垣
の
植
栽
に
よ
る
緑
化

③
萩
地
域
は
夏
み
か
ん
を
、
他
の

地
域
は
花
木
に
よ
る
緑
化
を
優
先

■
申
込
資
格

◦
他
の
補
助
を
受
け
て
い
な
い

◦
年
度
内
に
事
業
を
完
了
す
る

◦
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

■
申
込
方
法　

都
市
計
画
課
備
え

付
け
の
申
請
書
を
提
出
（
事
前
に

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
）

問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
（
２
５
・
３
１
６
０
）

大
河
ド
ラ
マ
の
舞
台
を
め

ぐ
る
ウ
ォ
ー
ク

　

大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
の
主

人
公
「
文
」
と
兄
「
吉
田
松
陰
」

の
足
跡
を
め
ぐ
る
ウ
ォ
ー
ク
で

す
。
ウ
ォ
ー
ク
の
後
に
は
、「
花

燃
ゆ
大
河
ド
ラ
マ
館
」
を
見
学
し

ま
す
。

■
と
き　

11
月
28
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
〜
正
午

■
コ
ー
ス　

東
萩
駅
→
松
陰
神
社

→
玉
木
文
之
進
旧
宅
→
吉
田
松
陰

誕
生
地
・
墓
所
→
大
河
ド
ラ
マ
館

（
30
分
見
学
）
→
東
萩
駅

※
吉
田
松
陰
誕
生
地
・
墓
所
→
大

河
ド
ラ
マ
館
→
東
萩
駅
は
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

■
参
加
料　

５
０
０
円（
保
険
代
、

資
料
代
）

申
し
込
み

11
月
26
日
ま
で
に
、
観
光
課
（
２

５
・
３
１
３
９
）
へ

維
新
の
里
歩
こ
う
会

～
世
界
遺
産
と「
旧
松
本
村
」～

　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と

を
記
念
し
て
、
旧
松
本
村
地
区
の

関
連
す
る
史
跡
を
巡
り
ま
す
。

■
と
き　

10
月
31
日
（
土
）
午
前

９
時
〜
正
午
（
小
雨
決
行
）

■
と
こ
ろ　

松
下
村
塾
、
郡
司
鋳

造
所
遺
構
広
場
、
伊
藤
博
文
別
邸

な
ど

※
午
前
８
時
30
分
に
松
陰
神
社
記

念
館
前
に
集
合
。

■
内
容　

史
跡
巡
り
、
伊
藤
博
文

別
邸
で
講
話
（
30
〜
40
分
）

■
定
員　

50
人
程
度
（
先
着
順
）

■
持
参
品　

軽
装
（
歩
き
や
す
い

服
装
）、
飲
み
物
（
水
筒
）

■
参
加
料　

１
０
０
円（
飲
み
物
、

保
険
料
）

※
小
・
中
学
生
無
料
。

■
申
込
方
法　

10
月
15
日
ま
で

に
、
任
意
の
用
紙
に
参
加
者
の
住

所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
し
持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
ハ
ガ
キ
を
郵
送

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
０
０
１
１　

萩
市
椿

東
１
５
３
７　

松
陰
神
社
社
務

所
内　

維
新
の
里
づ
く
り
協
議

会
（
２
２
・
４
６
４
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

２
２
・
４
２
８
２
）

大
型
客
船
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ

く
び
い
な
す
」
市
民
船
内

見
学
会

　
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す（
２

万
６
５
９
４
ｔ
、
全
長
１
８
３
・ 

４
ｍ
）」
の
萩
寄
港
に
際
し
、
船

内
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

10
月
17
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
11
時

■
定
員　

40
人

※
小
型
船
を
利
用
し
て
乗
船
す
る

た
め
、
安
全
上
未
就
学
児
は
乗
船

で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
方
法　

10
月
７
日（
必
着
）

ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号

を
記
入
し
往
復
ハ
ガ
キ
で
応
募

※
乗
船
者
リ
ス
ト
登
録
が
必
要
な

た
め
、
乗
船
希
望
者
全
員
の
情
報

を
記
入
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
を
行
い
、
当
選
者
に
通
知
。
氏

名
の
記
載
の
あ
る
方
の
み
乗
船
が

可
能
で
、
変
更
は
不
可
。

■
注
意
事
項　

乗
船
等
で
階
段
を

利
用
す
る
た
め
、
車
椅
子
等
の
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
観

光
課
内
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な

す
」
船
内
見
学
係

（
２
５
・
３
１
３
９
）

「
維
新
の
里　

萩
城
下
町
マ

ラ
ソ
ン
」
会
場
の
出
店
者

　

大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け

る
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
と
き　

12
月
６
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
２
時
（
準
備
は
午
前

７
時
30
分
〜
８
時
30
分
）

■
と
こ
ろ　

萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー

ク■
応
募
資
格　

市
内
外
の
事
業

者
・
団
体

■
小
間
料　

５
０
０
０
円
（
テ
ン

ト
１
張
、
長
机
４
台
、
椅
子
４
脚
）

※
電
源
が
必
要
な
場
合
は
各
自
で

用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
出
店
場
所
は
説
明
会
（
11
月
20

対象 ①ブロック被覆 ②生垣の植栽 ③夏みかんや花木の植栽

個別
要件

◦幅員４m 以上の道
路に５ｍ以上接する
◦ブロック外部に 2〜
2.5m間隔で植栽（植栽
できない場合はブロッ
クを開口し内部に植栽）

◦幅員4m以上の道路沿
いに、植栽の延長が5ｍ
以上接する
◦高さ0.9ｍ以上、1ｍ
につき３本の植栽

◦成長後道路からも眺
めることできる
◦夏みかんは苗または
成木で 20 本以内
◦花木の苗木は 5 本以内

補助
率等

つる植物の植栽、開
口に要する経費の 1/2

（上限５万円）

◦経費の1/2（重点景観
計画区域）5000円/m、
延長20ｍ以内
◦経費の３分の1（区域外）
3500円/m、延長20ｍ以内

植栽に要する経費の
1/2（上限 3万円）

■個別要件、補助率等
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日
）
で
抽
選
。

■
申
込
方
法　

10
月
30
日
ま
で

に
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
備
え
付
け

の
申
請
書
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
提
出

■
主
催　

萩
城
下
町
マ
ラ
ソ
ン
大

会
実
行
委
員
会

申
し
込
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
２
５
・
７
３
１
１
）

萩
・
海
の
学
び
ト
レ
イ
ン

ツ
ア
ー
参
加
者

　

萩
の
海
の
魅
力
を
楽
し
み
な
が

ら
学
ぶ
ト
レ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
開
催

し
ま
す
。

【
10
月
の
開
催
】

▽
熱
帯
魚
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
コ
ー
ス

　

須
佐
の
海
で
南
の
海
か
ら
や
っ

て
き
た
熱
帯
魚
を
探
し
た
り
、
遊

覧
船
ク
ル
ー
ズ
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

10
月
11
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分
（
雨

天
決
行
、
荒
天
中
止
）

■
集
合
場
所　

午
前
９
時
30
分
ま

で
に
萩
博
物
館

■
行
程　

萩
博
物
館
→
東
萩
駅

（
特
別
列
車
）
→
須
佐
駅
→
須
佐

湾
等
→
須
佐
駅
（
特
別
列
車
）
→

玉
江
駅
→
萩
博
物
館

■
対
象
者　

ど
な
た
で
も
（
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
定
員　

40
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

■
持
参
品　

野
外
活
動
の
で
き
る

服
装
、運
動
靴
、タ
オ
ル
、着
替
え

な
ど
。詳
し
く
は
当
選
者
に
連
絡

■
参
加
料　

小
学
生
以
下
３
７
０

０
円
、大
人
４
８
０
０
円
（
運
賃
、

昼
食
、
現
地
活
動
費
含
む
）

■
申
込
方
法　

10
月
４
日
ま
で

に
、コ
ー
ス
名
、参
加
者
全
員
の
氏

名
・
フ
リ
ガ
ナ
・
年
齢
・
性
別
、連
絡

が
と
れ
る
電
話
番
号
・
住
所
を
記

入
し
、
往
復
ハ
ガ
キ
を
郵
送

■
申
込
先　

〒
７
５
８
︲
０
０
２

５　

萩
市
土
原
１
６
５
︲
１　

Ｎ

Ｔ
Ａ
ト
ラ
ベ
ル
萩
本
店
ト
レ
イ
ン

ツ
ア
ー
係
（
２
１
・
０
０
２
０
）

■
主
催　

萩
・
海
の
学
び
ト
レ
イ

ン
ツ
ア
ー
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

萩
博
物
館
（
２
５
・
６
４
４
７
）

秋
ま
つ
り
探
訪
ツ
ア
ー

　

田
万
川
・
む
つ
み
・
須
佐
地
域

で
開
催
さ
れ
る
、
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
祭
り
等
に
参
加
し
、
特

産
品
の
買
い
物
を
楽
し
む
バ
ス
ツ

ア
ー
で
す
。

■
と
き　

11
月
３
日
（
火
・
祝
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

※
市
役
所
正
面
玄
関
前
に
集
合
。

■
内
容　

田
万
川
地
域
の
さ
か
な

祭
り
、
む
つ
み
・
須
佐
地
域
の
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
巡
り

※
内
容
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

無
料（
昼
食
代
等
別
）

主
催
・
申
し
込
み

10
月
15
日
ま
で
に
、
企
画
政
策
課

（
２
５
・
３
３
４
２
）
へ

山
野
草
の
植
替
え
方
増
や

し
方
体
験

　

ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
等
の
山
野
草
の

育
て
方
を
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

■
と
き　

10
月
28
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
午
後
１
時

■
と
こ
ろ　

旭
活
性
化
セ
ン
タ
ー

（
佐
々
並
）

■
定
員　

10
人
（
最
少
５
人
）

■
参
加
料　

２
０
０
０
円
（
弁
当

代
込
）

■
主
催　

萩
・
あ
さ
ひ
体
験
の
駅

連
絡
協
議
会

申
し
込
み　

10
月
16
日
ま
で
に
、
旭
総
合
事
務

所
産
業
振
興
部
門（
５
５
・
０
２
１

３
）

「
柚
子
の
収
穫
と
柚
子
み
そ

づ
く
り
」
と
「
柚
子
染
め

体
験
」
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

　

宿
場
町
明
木
で
、
特
産
の
柚
子

を
使
っ
た
１
日
体
験
ツ
ア
ー
で

す
。

■
と
き　

10
月
18
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

乳
母
の
茶
屋（
明
木
）

※
駐
車
場
あ
り
。

■
内
容　

Ａ
コ
ー
ス
・
柚
子
み
そ

づ
く
り
、
Ｂ
コ
ー
ス
・
柚
子
染
め

■
参
加
料　

８
０
０
円（
昼
食
代
、

保
険
代
）

■
定
員　

２
人
１
組
か
３
人
１
組

で
10
組
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法　

10
月
９
日
ま
で
に

参
加
者
全
員
の
氏
名
、
代
表
者
の

連
絡
先
、
希
望
の
体
験
コ
ー
ス
を

記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

主
催
・
申
し
込
み

萩
・
阿
西
商
工
会
（
５
４
・
５
５
０

０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
５
４
・
２
０
３
６
、

メ
ー
ルafkam

@
yam

aguchi-s
hokokai.or.jp

）
小
川
へ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事

○
子
育
て
遠
足

■
と
き　

10
月
16
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

指
月
公
園
（
雨
天
時

は
堀
内
体
育
館
）

■
内
容　

ゲ
ー
ム
・
散
策
な
ど

■
対
象
者　

未
就
園
児
と
保
護
者

■
参
加
料　

無
料

申
し
込
み

10
月
９
日
ま
で
に
、
日
の
丸
保
育

園
内
萩
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
４
４
８
８
）
へ

　

納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

■
納
期
限　

11
月
２
日
（
月
）

　

納
期
を
過
ぎ
る
と
督
促
手
数
料

や
延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

収
納
課
（
２
５
・
３
５
７
５
）

◦
市
県
民
税

◦
国
民
健
康
保
険
料

◦
介
護
保
険
料

◦
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

10
月
の
納
期
の
お
知
ら
せ
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松
陰
の
道 

歩
行
大
会

　

松
陰
先
生
ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ

り
、歴
史
を
学
ぶ
歩
行
大
会
で
す
。

教
育
会
萩
支
部
会
員
が
案
内
し
、

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
24
日
（
土
）
午
前

８
時
30
分
〜
11
時
45
分

※
市
民
館
に
集
合
。

■
行
程　

市
民
館
（
開
会
式
）
→

女
台
場
（
休
憩
）
→
楫
取
素
彦
生

誕
地
周
辺
→
高
杉
晋
作
誕
生
地
→

楫
取
素
彦
旧
宅
地
跡
→
久
坂
玄
瑞

進
撃
像
（
中
央
公
園
・
休
憩
）
→

久
坂
玄
瑞
誕
生
地
→
市
民
館
（
閉

会
式
）

■
対
象
者　

小
学
生
以
上
（
幼
児

は
保
護
者
同
伴
）

※
お
茶
・
お
や
つ
を
用
意
し
ま
す
。

■
申
込
方
法　

10
月
16
日
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
任
意
の
用
紙

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

入
し
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
０
０
１
１　

萩
市
椿

東
１
１
５
９
︲
31　

山
口
県
教

育
会
萩
支
部
（
２
５
・
７
５
４
８
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）
鈴
木

歯し

あ
わ
せ
健け

ん
こ
う口

遅
口
言
葉

　

介
護
予
防
と
し
て
、
皆
さ
ん
が

毎
日
楽
し
く
口
腔
体
操
に
取
り
組

め
る
「
歯
あ
わ
せ
健
口
遅
口
言

葉
（
口
を
大
き
く
あ
け
て
言
葉
を

は
っ
き
り
発
音
す
る
）」
を
募
集

し
ま
す
。

■
応
募
要
件

①
萩
に
関
連
が
あ
る
言
葉

②
ぱ
・
た
・
か
・
ら
（
発
音
時
に

唇
や
舌
が
よ
く
動
く
）
の
い
ず
れ

か
が
入
っ
て
い
る
言
葉
。
例
と
し

て
「
か
さ
や
ま
、
か
ん
こ
う
、
か

き
く
け
こ
」

③
自
作
、
未
発
表
の
も
の
に
限
る

■
表
彰　

優
秀
作
品
に
記
念
品
を

進
呈
（
参
加
賞
あ
り
）

※
歯
あ
わ
せ
健
口
の
集
い
（
平
成

28
年
２
月
13
日
）
で
表
彰
予
定
。

■
申
込
方
法　

11
月
30
日（
必
着
）

ま
で
に
、萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
、

萩
市
役
所
各
総
合
事
務
所
、
市
内

歯
科
医
院
備
え
付
け
の
応
募
票
ま

た
は
ハ
ガ
キ
に
、
歯
あ
わ
せ
健
口

遅
口
言
葉
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
性
別
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
し
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
メ
ー
ル

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
０
０
４
１　

萩
市
江

向
３
５
６
︲
３　

萩
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
２
２
・
２
２
８
９
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
２
２
・
２
０
２
６
、
メ
ー
ル

anshin@
hagi-shakyo.or.jp

）

「
萩
往
還
」
の
語
り
部

　

歴
史
街
道
「
萩
往
還
」
の
魅
力

を
伝
え
る
案
内
人
「
や
ま
ぐ
ち
萩

往
還
語
り
部
の
会
」
は
、
萩
往
還

を
歩
く
方
に
同
行
し
て
沿
線
の
史

跡
の
案
内
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

研
修
も
あ
り
ま
す
の
で
、歴
史
、

文
化
、
自
然
等
に
興
味
の
あ
る
方

は
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
参
加
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
（
後
日
申
込
書
を
送
付
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

11
月
10
日
ま
で
に
、
や
ま
ぐ
ち
萩

往
還
語
り
部
の
会
（
０
８
３
・
９

２
０
・
３
３
２
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）

へ秋
の
夜
空
と
天
王
星
・
海

王
星
を
見
よ
う

■
と
き　

10
月
16
日
（
金
）
午
後

７
時
30
分
〜
９
時

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
天
体
観
望

室

■
講
師　

吉
田
恭き
ょ
う
い
ち
一
・
廣
兼
哲て
つ
ろ
う朗

（
萩
博
物
館
天
文
指
導
員
）

■
内
容　

観
望
し
や
す
い
時
期
と

な
っ
た
天
王
星
と
海
王
星
、
秋
の

星
座
の
代
表
・
ペ
ガ
ス
ス
の
大
四

辺
形
と
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
な
ど
を
観

望■
定
員　

な
し

■
参
加
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
博
物
館
（
２
５
・
６
４
４
７
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
５
・
３
１
４
２
、
メ
ー

ル m
use@

city.hagi.lg.jp

）

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
へ

こ
ど
も
ハ
グ
♡
ア
カ
デ
ミ
ー

〜
抱
き
し
め
る
子
育
て
〜

　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
同
士

が
、
子
育
て
や
日
常
生
活
の
関
心

事
を
語
り
合
い
、
自
分
流
の
子
育

て
方
法
を
み
つ
け
て
い
く
教
室
で

す
。

■
と
き　

10
月
28
日
〜
12
月
16
日

（
毎
週
水
曜
日
、
全
８
回
）
午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

専
門
研
修
を
受
け
た
保

健
師
が
進
行
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク■
対
象
者　

１
歳
６
カ
月
〜
３
歳

児
を
子
育
て
中
の
母
親
で
、
す
べ

て
の
回
に
参
加
で
き
る
方

■
定
員　

14
人
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

■
参
加
料　

毎
回
１
０
０
円
（
お

茶
代
）

※
託
児
は
無
料
（
子
ど
も
の
必
要

物
品
は
各
自
持
参
）。

■
申
込
締
切　

10
月
20
日

申
し
込
み

健
康
増
進
課
（
２
６
・
０
５
０
０
）

田
万
川
総
合
事
務
所

（
０
８
３
８
７
・
２
・
０
３
０
０
）

須
佐
総
合
事
務
所

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
０
１
６
）

ベ
ビ
ィ
楽ら

ら楽
♪
ア
カ
デ
ミ
ー

　

５
カ
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
を
子

育
て
中
の
お
母
さ
ん
が
、
子
育
て

の
仲
間
づ
く
り
や
、
子
育
て
に
必

要
な
知
識
や
方
法
を
学
び
、
親
子

の
絆
づ
く
り
を
す
る
教
室
で
す
。

■
と
き　

11
月
５
日
〜
11
月
26
日

（
毎
週
木
曜
日
、
全
４
回
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

専
門
研
修
を
受
け
た
保

健
師
が
進
行
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
・
交
流

■
対
象
者　

平
成
27
年
６
月
１
日

〜
８
月
31
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

（
第
１
子
）
と
母
親

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）
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■
申
込
受
付
開
始
日　

10
月
５
日

申
し
込
み

健
康
増
進
課
（
２
６
・
０
５
０
０
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修

　

介
護
職
員
と
し
て
必
要
な
基
礎

的
な
技
術
と
知
識
を
身
に
付
け
る

た
め
の
研
修
で
す
。

■
と
き　

10
月
18
日
〜
平
成
28
年

１
月
24
日
の
毎
週
日
曜
日　

午
前

９
時
〜
午
後
６
時

■
と
こ
ろ　

萩
・
福
祉
複
合
施
設

か
が
や
き
（
椿
）

■
内
容　

面
接
授
業
13
回
、
添

削
指
導
（
通
信
講
座
）
４
回 

（
全

１
３
６
時
間
）

■
対
象
者　

全
講
座
受
講
で
き
る

方■
定
員　

30
人

■
受
講
料　

５
万
６
１
５
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

■
申
込
方
法　

10
月
10
日
ま
で

に
、
か
が
や
き
備
え
付
け
の
申
込

書
を
提
出

問
い
合
わ
せ

萩
市
社
会
福
祉
事
業
団

（
２
４
・
４
１
１
１
）

ジ
オ
パ
ー
ク
講
座
「
ジ
オ

パ
ー
ク
＝
地
球
・
人
・
文
化
」

　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
受
け

る
た
め
に
な
に
を
す
べ
き
か
、
各

地
の
ジ
オ
パ
ー
ク
実
践
事
例
か
ら

学
び
ま
す
。

■
と
き　

①
10
月
８
日
（
木
）
午

後
６
時
30
分
〜
８
時
、
②
10
月
９

日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
と
こ
ろ　

①
須
佐
公
民
館
、
②

萩
博
物
館

■
定
員　

い
ず
れ
も
40
人（
①
は
、

須
佐
公
民
館
に
申
し
込
み
、②
は
、

当
日
受
付
）

■
講
師　

柚ゆ
ほ
ら
か
ず
ひ
ろ

洞
一
央
（
徳
山
大
学

准
教
授
）

■
内
容　

高
知
県
室む
ろ
と戸

の
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
認
定
に
尽
力
し
、
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
に
審
査
員
と

し
て
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
経
験
を

基
に
、
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
の
実
例

紹
介
、
萩
で
の
取
り
組
み
に
つ
い

て■
主
催　

萩
市
・
萩
ジ
オ
パ
ー
ク

構
想
推
進
協
議
会

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

（
２
１
・
７
７
６
５
）

史
都
萩
を
愛
す
る
会
例
会

　

須
佐
焼
の
盛
衰
と
、
江
戸
時
代

に
お
け
る
陶
器
生
産
の
一
端
を
紹

介
す
る
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

る
講
演
会
で
す
。

■
と
き　

10
月
10
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
講
座
室

■
演
題　
「
近
世
須
佐
焼
の
姿
を

さ
ぐ
る
｜
日
本
海
側
の
陶
器
市
場

を
席
巻
し
た
陶
器
ブ
ラ
ン
ド
｜
」

■
講
師　

佐さ
え
き伯
昌ま
さ
と
し
俊
（
益
田
市
教

育
委
員
会
文
化
財
課
）

■
参
加
料　

無
料

■
主
催　

史
都
萩
を
愛
す
る
会

問
い
合
わ
せ

萩
博
物
館
（
２
５
・
６
４
４
７
）

看
護
師
等
の
再
就
職
を
応

援
し
ま
す

　

技
術
や
情
報
を
得
て
、
職
場
復

帰
を
目
指
す
看
護
師
等
の
方
が
対

象
で
す
。

○
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
修

■
募
集
期
間　

10
月
１
日
（
木
）

〜
12
月
17
日
（
木
）

■
研
修
期
間　

平
成
28
年
１
月
〜

３
月
の
５
日
間
程
度

■
と
こ
ろ　

県
内
の
協
力
病
院

■
内
容　

看
護
に
つ
い
て
講
義
、

演
習
、
見
学
実
習

■
対
象
者　

未
就
業
の
看
護
師
等

■
受
講
料　

無
料

申
し
込
み

募
集
期
間
の
火
〜
土
曜
日
の
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
に
、
山
口

県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
０
８
３

５
・
２
４
・
５
７
９
１
）
へ

サ
ン
ラ
イ
フ
萩
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
系
体
験
講
座

　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩
で
は
、
市
民
の

生
活
文
化
の
向
上
を
図
る
た
め
、

体
験
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

■
参
加
料　

各
５
０
０
円

主
催
・
申
し
込
み

サ
ン
ラ
イ
フ
萩（

２
６
・
１
３
３
３
）

岩
田
松
雄
講
演
会

　

日
本
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育

の
第
一
人
者
に
よ
る
講
演
で
す
。

コ
ー
ヒ
ー
と
夏
み
か
ん
の
限
定
ス

イ
ー
ツ
も
楽
し
め
ま
す
。

■
と
き　

10
月
10
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

熊く
ま
や谷

家
住
宅
（
今
魚

店
町
）

■
演
題　

Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
〜
我

々
は
何
の
た
め
に
生
か
さ
れ
て
い

る
の
か

■
講
師　

岩
田
松ま
つ
お雄
（
㈱
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

代
表
、
元
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー

ヒ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

■
受
講
料　

２
５
０
０
円
（
高
校

生
以
下
は
２
０
０
０
円
）

■
申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://goo.gl/form
s/

P
Q

dM
cQ

lV
9l

）
に
必
要
事
項

を
入
力

■
主
催　

岩
田
松
雄
氏
講
演
会
実

行
委
員
会

申
し
込
み

熊
谷
美
術
館
（
２
２
・
７
５
４
７
、

メ
ー
ル hagi_event2015@

ya
hoo.co.jp

）

講座 とき 講師

ピラティス
（定員：26人）
※女性限定

10/18
（日）

9:30〜
10:20 森本節

せ つ こ

子
（FTP公認イン
ストラクター）10:50〜

11:40
女性のための
ヨガ

（定員：26人）
※女性限定

13:30〜
14:30 斉藤佐

さ え こ

絵子
（IYC認定イン
ストラクター）健康ヨガ

（定員：26人）
15:00〜
15:50
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ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

　

市
内
で
起
業
な
ど
で
、
新
し
い

試
み
、
革
新
的
な
取
り
組
み
を
さ

れ
て
い
る
方
々
を
招
い
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
萩

の
新
し
い
産
業
の
可
能
性
を
探
り

ま
す
。

■
と
き　

10
月
18
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
研
修
室

■
定
員　

60
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

無
料

主
催
・
申
し
込
み

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
萩
の
夏
み
か
ん
ク
リ

エ
イ
ト（
２
５
・
７
０
３
２
）清
水

消
費
生
活
無
料
法
律
相
談

■
と
き　

10
月
９
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
弁
護
士　

馬う
ま
や
は
ら
た
つ
や

屋
原
達
矢

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
先

着
４
人
、
１
人
30
分
）

※
事
前
予
約
制
（
当
日
受
付
可
）。

主
催
・
申
し
込
み

萩
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
０
９
９
９
）

人
権
・
行
政
・
公
証
相
談

■
と
き　

10
月
13
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁

■
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
、
行

政
相
談
委
員
、
公
証
人

■
内
容　

人
権
相
談
（
家
庭
内
・

近
隣
間
の
も
め
ご
と
、
不
当
な
差

別
・
要
求
、
そ
の
他
人
権
に
関
わ

る
相
談
）、
行
政
相
談
（
国
の
仕

事
や
手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
こ
と
）、
公
証
相
談
（
遺
言
書

な
ど
公
正
証
書
に
関
す
る
こ
と
）

※
事
前
予
約
制
（
前
日
ま
で
）。

主
催
・
申
し
込
み

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
３
７
３
）

無
料
法
律
相
談

■
と
き　

10
月
28
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁

■
弁
護
士　

小
林
亨
と
お
る

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
先

着
12
人
、
１
人
20
分
）

※
事
前
予
約
制
（
10
月
１
日
か
ら

受
付
開
始
）。

主
催
・
申
し
込
み

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
３
７
３
）

萩
広
域
は
ば
た
き
教
育
相

談
会

　

子
育
て
の
お
悩
み
に
つ
い
て
専

門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
と
き　

10
月
22
日
（
木
）
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

子
ど
も
の
学
習
や
進

路
・
就
労
に
つ
い
て
気
に
な
る
こ

と
が
あ
る
保
護
者
や
療
育
・
教
育

で
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
の
保
護
者

※
子
ど
も
も
同
席
で
き
ま
す
。

■
相
談
員　

医
師
、臨
床
心
理
士
、

理
学
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
特

別
支
援
教
育
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
な
ど

■
申
込
方
法　

10
月
７
日
ま
で

に
、
小
・
中
学
校
、
保
育
園
、
幼

稚
園
等
を
通
じ
て
各
家
庭
に
配
付

し
た
申
込
用
紙
を
提
出

申
し
込
み

学
校
教
育
課
（
２
５
・
３
５
６
２
）

行
政
相
談
員
を
ご
存
知
で

す
か

　

10
月
19
日
〜
25
日
は
「
行
政
相

談
週
間
」で
す
。役
所
の
仕
事（
国
、

独
立
行
政
法
人
、
特
殊
法
人
、
都

道
府
県
・
市
町
の
仕
事
の
う
ち
国

か
ら
受
託
し
て
い
る
仕
事
）
に
つ

い
て
ご
不
明
な
点
は
、
各
地
域
で

開
設
さ
れ
る
定
例
相
談
所
や
、
お

近
く
の
行
政
相
談
委
員
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
総
務
省
山
口
行
政
評
価

事
務
所（
０
５
７
０
・
０
９
０
１
１

０
）
で
も
、
行
政
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
３
７
３
）

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
に
関
す
る

説
明
会

　

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
救
済
手
続
き
に

つ
い
て
の
説
明
会
・
個
別
相
談
会

で
す
。

■
と
き　

10
月
10
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
参
加
料　

無
料

※
予
約
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
広
島
弁
護
団

事
務
局
（
０
８
２
・
２
２
３
・
６
５

８
９
）

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

■
と
き　

10
月
22
日
〜
11
月
26
日

の
原
則
毎
週
月
・
木
曜
日　

午
後

７
時
30
分
〜
９
時
30
分（
全
10
回
）

■
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

■
対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
の

方■
定
員　

30
人

■
参
加
料　

５
０
０
円

■
申
込
方
法　

10
月
13
日
ま
で

に
、
市
民
体
育
館
備
え
付
け
の
申

込
書
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
提
出

問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
２
５
・
７
３
１
１
）

地域 行政相談委員 連絡先

萩 永田　誠
まこと  22・4151

沖野益
ま す や

也  26・7837
川上 神崎勝

ま さ よ

代  54・2168
田万川 宮本英

ひでつぐ

次  08387・2・0329
むつみ 小野良

よ し お

夫  08388・8・0556
須佐 廣田欽

き ん や

哉  08387・6・2434
旭 竹本　昇

のぼる  56・0558
福栄 加藤善

よしたか

隆  52・0950
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萩
華
道
協
会
が
市
役
所
ロ

ビ
ー
に
生
け
花
を
展
示

　

花
燃
ゆ
の
ま
ち
萩
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
、
市
内
７
流
派
で
構
成
す

る
萩
華
道
協
会
が
市
役
所
ロ
ビ
ー

（
花
燃
ゆ
コ
ー
ナ
ー
）
に
生
け
花

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
展
示
は
、

一
週
間
ご
と
に
入
れ
替
え
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

萩
華
道
協
会
（
２
２
・
６
５
２
５
）

萩
市
美
術
展

　

小
・
中
学
生
の
部
、
高
校
生
・

一
般
の
部
の
入
選
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

■
と
き　

10
月
４
日
（
日
）
〜
11

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

※
表
彰
式
・
講
評
は
、
10
月
４
日

（
日
）
午
前
11
時
か
ら
。

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
出
品
内
容

【
小
・
中
学
生
の
部
】
絵
画
、
書

【
高
校
生
・
一
般
の
部
】
平
面
（
日

本
画
、
洋
画
、
工
芸
）、
立
体

（
彫ち
ょ
う
そ塑
、
工
芸
）、
書
、
写
真

問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課

（
２
５
・
３
５
９
０
）

萩
・
竹た

け
と
う
ろ

灯
路
物
語

　

筒
状
の
竹
の
中
に
ろ
う
そ
く
を

灯
し
た
約
２
０
０
０
基
の
灯
籠

が
、
世
界
遺
産
の
構
成
資
産
で
あ

る
城
下
町
を
ほ
の
か
に
照
ら
し
ま

す
。

■
と
き　

10
月
９
日
（
金
）
〜
11

日
（
日
） 

午
後
６
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ　

萩
城
城
下
町
周
辺
ほ

か■
内
容　

竹
で
作
っ
た
世
界
遺
産

構
成
資
産
・
萩
反
射
炉
（
高
さ
約

２
ｍ
）の
展
示
、ミ
ニ
ラ
イ
ブ
開
催

（
旧
久
保
田
家
住
宅
）、竹
炭
配
布

な
ど

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

10
月
９
日
（
金
）
午
後
６
時
〜
、

香こ
う
せ
つ
え
ん

雪
園
（
呉
服
町
）

式
典
、
バ
ン
ブ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

演
奏

■
主
催　

萩
・
竹
灯
路
物
語
実
行

委
員
会

問
い
合
わ
せ

観
光
課
（
２
５
・
３
１
３
９
）

萩
・
田
町
萩
焼
ま
つ
り

　

田
町
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
の
路

上
や
空
き
店
舗
を
利
用
し
て
、
萩

焼
即
売
を
中
心
と
し
た
多
彩
な
行

事
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
と
き　

10
月
９
日
（
金
）
〜
12

日
（
月
・
祝
）
午
前
10
時
〜
午
後

６
時
（
９
日
、
12
日
は
午
後
５
時

ま
で
）

■
と
こ
ろ　

田
町
商
店
街
ア
ー

ケ
ー
ド

■
内
容　

萩
焼
即
売
会
、
萩
の
名

産
・
物
産
展
、
萩
焼
ウ
ィ
ン
ド
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
萩
グ
ル
メ
ま
つ

り
、
酒
蔵
見
学
と
地
酒
ま
つ
り
、

お
宝
展
示
、
竹
と
ん
ぼ
・
呈
茶
席

コ
ー
ナ
ー
・
特
別
展
示
（
線
画
や

環
境
ア
ー
ト
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
市
田
町
商
店
街
振
興
組
合
連
合

会
（
２
６
・
２
２
０
１
）

萩
・
魚
ま
つ
り

　

地
元
の
魚
の
消
費
拡
大
、
魚
食

普
及
を
目
的
に
開
催
さ
れ
る
北
浦

地
区
最
大
の
水
産
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

■
と
き　

10
月
11
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時
（
雨
天
決

行
）

■
と
こ
ろ　

県
漁
協
萩
地
方
卸
売

市
場
、道
の
駅
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」

■
内
容　

▽
午
前
９
時
30
分
〜
水

産
加
工
品
販
売
、
萩
商
工
会
議
所

青
年
部
主
催
イ
ベ
ン
ト
（
世
界
一

長
い
23
ｍ
の
焼
き
抜
き
蒲
鉾
作
り

に
挑
戦
）、
中
国
電
力
コ
ー
ナ
ー
、

岩
手
県
釜
石
市
コ
ー
ナ
ー
、
世
界

遺
産
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
、
も
ち
ま

き
（
開
会
式
終
了
後
）、
▽
10
時

〜
活
魚
・
鮮
魚
・
活
イ
カ
販
売
、

加
工
品
の
無
料
試
食
、
▽
11
時
〜

萩
の
ブ
ラ
ン
ド
魚
無
料
試
食
、
▽

正
午
〜
魚
の
つ
か
み
取
り
（
先
着

３
０
０
人
、
小
学
生
以
下
）、
▽

午
後
２
時
50
分
〜
も
ち
ま
き
（
閉

会
式
終
了
後
）

■
主
催　

萩
・
魚
ま
つ
り
実
行
委

員
会問

い
合
わ
せ

水
産
課
（
２
５
・
４
１
９
５
）

子
育
て
輪
づ
く
り
大
運
動

会
　

元
気
な
ち
び
っ
子
と
保
護
者
の

子
育
て
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
と
き　

10
月
14
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

■
内
容　

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び

（
リ
ズ
ム
体
操
、
か
け
っ
こ
な
ど
）

■
対
象
者　

未
就
園
児
と
そ
の
保

護
者
、
家
族

■
主
催　

萩
市
保
健
推
進
協
議
会

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
（
２
６
・
０
５
０
０
）

　

市
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
専
門
相
談

員
が
独
身
男
女
の
相
談
を
受
け
、

登
録
さ
れ
た
方
同
士
を
紹
介
し
ま

す
。

■
と
き　

10
月
２
日
（
金
）、
３

日（
土
）、９
日（
金
）、10
日（
土
）、

13
日
（
火
）、
16
日
（
金
）、
20
日

（
火
）、
23
日
（
金
）、
25
日
（
日
）、

27
日
（
火
）、
30
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
別
館

２
階

■
対
象
者　

市
内
在
住
で
20
歳
以

上
の
独
身
男
女

※
事
前
に
電
話
で
相
談
日
を
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

主
催
・
申
し
込
み

結
婚
相
談
所
（
２
５
・
３
４
２
１
）

結
婚
相
談
所
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萩
看
祭
（
萩
看
護
学
校
学

校
祭
）

■
と
き　

10
月
17
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

萩
看
護
学
校（
堀
内
）

■
内
容　

足
浴
、
身
体
測
定
、
軽

食
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
バ
ル

ン
ア
ー
ト
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
看
護
学
校
（
２
６
・
６
５
０
０
）

古
写
真
で
観
よ
う
「
金
谷

天
満
宮
」

　

萩
の
伝
統
文
化
の
一
つ
「
金
谷

天
満
宮
の
祭
礼
と
寄
進
行
事
」
の

古
写
真
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
し
ま

す
。
祭
り
の
賑
わ
い
や
懐
か
し
い

風
景
な
ど
の
貴
重
な
記
録
を
観
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
と
き　

10
月
17
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩

南
萩
支
所
（
椿
・
金
谷
天
満
宮
向

か
い
）

■
入
場
料　

無
料

※
事
前
申
込
不
要
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館

（
２
５
・
３
１
７
７
）

赤
十
字
パ
ネ
ル
展

　
「
あ
な
た
と
と
も
に
赤
十
字
」

を
テ
ー
マ
に
、
赤
十
字
の
事
業
を

よ
り
深
く
知
り
、
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
く
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
23
日
（
金
）
〜
11

月
６
日
（
金
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
北
側
ロ
ビ
ー

■
内
容　

赤
十
字
の
歴
史
や
、
東

日
本
大
震
災
の
救
護
活
動
な
ど
の

赤
十
字
事
業
を
パ
ネ
ル
で
紹
介

■
主
催　

日
本
赤
十
字
社
山
口
県

支
部問

い
合
わ
せ

福
祉
政
策
課
（
２
５
・
３
５
５
０
）

道
の
駅
「
萩
・
さ
ん
さ
ん

三
見
」
秋
の
収
穫
祭

■
と
き　

10
月
17
日
（
土
）、
18

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

道
の
駅
「
萩
・
さ
ん

さ
ん
三
見
」（
山
陰
道
明
石
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
）

■
内
容　

▽
西
条
柿
・
新
鮮
な
秋

野
菜
の
販
売
、
新
米
の
す
く
い

と
り
（
１
回
１
０
０
円
、
先
着

１
０
０
人
）、
屋
台
出
店
等

○
北
長
門
国
定
公
園
ウ
ォ
ー
ク

　

収
穫
祭
に
あ
わ
せ
、
健
康
づ
く

り
を
か
ね
て
風
光
明
媚
な
海
岸
線

を
歩
き
ま
す
。

※
両
日
と
も
、
９
時
30
分
集
合
、

10
時
出
発
（
約
６
㎞
、
２
時
間
程

度
、
荒
天
中
止
）

■
定
員　

各
50
人

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
４
・
２
４
０
３

　

こ
の
展
覧
会
で
は
、第
１
章
で
、

中
国
・
南
宋
時
代
の
官
窯
や
龍
泉

窯
の
名
品
を
、第
２
章
で
は
、青
磁

の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
そ
の
再
現

に
全
身
全
霊
を
傾
け
た
、11
人
の

物
故
作
家
の
作
品
を
、第
３
章
で

は
、人
間
国
宝
・
中
な
か
し
ま
ひ
ろ
し

島
宏
を
は
じ

め
、現
役
の
気
鋭
作
家
10
人
の
最

新
の
青
磁
ま
で
、約
１
２
０
点
を

一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

■
観
覧
料　

一
般
１
０
０
０
円
、

70
歳
以
上
の
方
・
学
生
８
０
０
円
、

18
歳
以
下
は
無
料

■
休
館
日　

月
曜
日（
10
月
12
日
、

26
日
、
11
月
９
日
、
23
日
は
開
館
）

▽
記
念
鼎て
い
だ
ん

談
「
青
磁
に
魅
せ
ら
れ

て
」

■
と
き　

10
月
10
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

講
座
室
（
84
席
）

■
講
師　

唐か
ら
さ
わ
ま
さ
ひ
ろ

澤
昌
宏
（
東
京
国
立

近
代
美
術
館
工
芸
課
長
）、中
島
宏

（
重
要
無
形
文
化
財
「
青
磁
」の
保

持
者
〔
人
間
国
宝
〕）、高
た
か
が
き
あ
つ
し

垣
篤
（
本

展
出
品
作
家
）

※
聴
講
無
料
、
申
込
不
要
。

▽
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ツ
ア
ー

　

学
芸
員
に
よ
る
作
品
解
説
。

■
と
き　

10
月
18
日
、
25
日
、
11

　
　
青
磁
の
い
ま

ー
受
け
継
が
れ
た
技
と
美 

南
宋
か
ら
現
代
ま
で

10
月
10
日（
土
）〜
11
月
29
日（
日
）

■
参
加
料　

１
０
０
０
円
（
保
険

料
含
む
）

※
完
歩
者
に
粗
品
進
呈
。

■
申
込
期
限　

10
月
14
日
ま
で

主
催
・
問
い
合
わ
せ

道
の
駅
「
萩
・
さ
ん
さ
ん
三
見
」

（
２
７
・
０
０
４
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）

萩
わ
ん
ぱ
く
広
場

　
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育

て
る
」
を
合
言
葉
に
、
遊
び
や
体

験
活
動
な
ど
、
子
ど
も
同
士
や
親

月
15
日
、
22
日
、
い
ず
れ
も
日
曜

日　

午
前
11
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

２
階
展
示
室

※
申
込
不
要
、
観
覧
券
が
必
要
。

▽
わ
た
し
の
“
ち
ょ
る
る
”
¦
鋳い

込こ

み
成
形
と
上
絵
付
け

■
と
き　

10
月
17
日
（
土
）、11
月

21
日
（
土
）①
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
、②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
と
こ
ろ　

陶
芸
館
多
目
的
室

■
内
容　

鋳
込
み
成
形
、
上
絵
付

け
体
験

■
対
象
者　

小
学
生
以
上
（
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
）

■
定
員　

各
回
16
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法　

参
加
希
望
者
全
員

の
氏
名
、年
齢
、代
表
者
の
住
所
・

日
中
に
連
絡
が
取
れ
る
電
話
番

号
、参
加
希
望
日
を
、「
わ
た
し
の

“
ち
ょ
る
る
”」係
ま
で
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
話

福島善三 中野月白瓷鉋文鉢
平成 24 年（2012）
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子
で
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
楽
し
む
催

し
で
す
。

■
と
き　

10
月
25
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
30
分

■
と
こ
ろ　

中
央
公
園
、児
童
館
、

萩
わ
ん
ぱ
ー
く
（
雨
天
の
場
合
、

児
童
館
の
コ
ー
ナ
ー
の
み
実
施
）

■
内
容　

む
か
し
の
遊
び
、
も

の
づ
く
り（
各
種
工
作
、竹
細
工

な
ど
）、ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、シ
ャ
ボ

ン
玉
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
体
験
、

自
転
車
遅
乗
り
競
争
、白
バ
イ
・
パ

ト
カ
ー
等
の
展
示
、
人
形
劇
な
ど

■
対
象
者　

幼
児
〜
小
学
生
、
保

護
者
（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

■
持
参
品　

弁
当
、
水
筒
、
タ
オ

ル
、
帽
子
な
ど

■
参
加
料　

無
料
（
一
部
有
料

コ
ー
ナ
ー
あ
り
）

■
主
催　

萩
わ
ん
ぱ
く
広
場
実
行

委
員
会

問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課

（
２
５
・
３
５
９
０
）

萩
・
木
間
の
里
音
楽
祭

■
と
き　

11
月
１
日
（
日
）
午
後

１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ　

木
間
小
中
学
校
体
育

館■
内
容　

ピ
ア
ノ
、
ギ
タ
ー
弾
き

語
り
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
バ
イ
オ

リ
ン
演
奏
等

■
入
場
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
・
木
間
の
里
音
楽
祭
実
行
委
員

会
（
２
７
・
０
５
３
０
）
吉
岡

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で

ま
せ
！
山
口
２
０
１
５　

マ
ラ
ソ
ン
交
流
大
会
に
ご

声
援
を

　

60
歳
以
上
の
方
を
中
心
と
し
た

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
た
ち
が
楽
し

み
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
祭
典
で

す
。
28
回
目
と
な
る
今
年
は
、
山

口
県
で
開
催
さ
れ
、
萩
市
で
は
、

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
元
世

界
陸
上
日
本
代
表
の
嶋し
ま
は
ら
き
よ
こ

原
清
子
さ

ん
を
迎
え
、
マ
ラ
ソ
ン
交
流
大
会

が
行
わ
れ
ま
す
。

■
と
き　

10
月
18
日
（
日
）

◦
一
般
参
加
受
付　

午
前
７
時
30

分
〜
８
時
30
分

◦
開
始
式　

午
前
８
時
40
分
〜
９

時◦
競
技　

午
前
９
時
40
分
〜
午
後

０
時
30
分

■
と
こ
ろ　

明
倫
小
学
校
（
ス
タ

ー
ト
、ゴ
ー
ル
、開
始
式
、表
彰
式
）

※
小
雨
決
行
。
実
施
が
危
険
な
と

き
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。問

い
合
わ
せ

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進
室

（
２
５
・
３
１
７
９
）

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

○ジュラシック・ワールド
○向日葵の丘 1983年・夏
○ミニオンズ
○HERO

上映中〜10/16
上映中〜
上映中〜
10/3〜

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ上映案内

萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７

　

１
９
２
０
年
頃（
大
正
期
）
に
、

撮
影
し
た
と
推
測
さ
れ
る
も
の

で
、
萩
反
射
炉
の
正
面
の
様
子
を

伝
え
て
い
ま
す
。

　

安
政
３
年
（
１
８
５
６
）
に
萩

（
長
州
）
藩
が
試
作
し
た
反
射
炉

で
、
煙
突
の
前
方
に
あ
っ
た
は
ず

の
炉
部
分
は
す
で
に
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
向
か
っ
て
右

側
の
煙
突
の
上
端
に
、
レ
ン
ガ
の

一
部
が
崩
落
し
た
形
跡
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
が
、
明
治
31
年
（
１
８

９
８
）
の
地
震
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
と
萩

世
界
遺
産
登
録
記
念
企
画
展

11
月
29
日（
日
）ま
で

　

萩
反
射
炉
は
大
正
13
年
（
１
９

２
４
）
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保

存
法
に
よ
り
国
の
史
蹟
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
（
現
在
は
史
跡
と
表

記
）。

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま

で
）

■
観
覧
料　

大
人
５
１
０
円
、
高

校
・
大
学
生
３
１
０
円
、
小
・
中

学
生
１
０
０
円

◆
世
界
遺
産
登
録
記
念
企
画
展
の

概
要
は
、
２
〜
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

１９２０年頃の撮影とみられる
萩反射炉の絵葉書（萩博物館蔵）
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開催中〜11/1㊐
　　　写真展「明木中学校の思い出」 9:30〜 明木図書館

毎週㊎
まなぼう館でレッツチャレンジ！ 16:30〜 須佐図書館

1 ㊍ 萩読書会 13:30〜 萩図書館
9 ㊎ 似顔絵教室 16:00〜 明木図書館
10㊏ れんげの会「青空おはなし会」 10:30〜 須佐図書館

【休館日】 須佐図書館：5㊊、12㊊、13㊋
   　　　明木図書館：5㊊、11㊐、12㊊、13㊋

■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

地域むつみ・福栄
10:00〜福栄保セ

10:00〜むつみ環境改善セ
13:30〜むつみ環境改善セ

13:30〜福栄保セ

●のびのび会
●乳幼児相談
　むつみ楽しく体を動かす会
　福栄楽しく体を動かす会

毎週㊌
1㊍
6㊋
8㊍

田万川・須佐 地域
9:30〜須佐保セ
10:00〜平山台

9:30〜弥富公民館
14:00〜須佐保セ
9:30〜田万川保セ

9:30〜須佐保セ
10:00〜田万川保セ
10:00〜須佐郵便局

　元気もりもり体操会
　平山台体操教室　
　弥富元気クラブ　
　みんなの健康運動教室
　萩市健康体操教室
　元気もりもり体操会
●すくすく相談
　まちの保健室

1㊍
5㊊
7㊌
9㊎

13㊋
15㊍

萩健康福祉センター ☎25・2667

14㊌ 　Ｃ型肝炎・Ｂ型肝炎ウィルス検査
　（血液検査）（要予約）
　HTLV-1抗体検査（血液検査）（要予約）
　骨髄ドナー登録会（要予約）
　エイズ抗体即日検査（要予約）

13:00〜

13:00〜
13:30〜

14:00〜、17:00〜

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

10:00〜萩市保セ
13:30〜萩市保セ
9:00〜萩市保セ
9:30〜萩市保セ

10:00〜萩市保セ
13:30〜椿東小地域ふれあいセ

11:00〜中央公園
13:00〜萩市保セ
13:00〜萩市保セ

9:30〜北木間公会堂
13:30〜三見公民館
10:00〜市民体育館

9:30〜萩市保セ

毎週㊋
毎週㊍

1㊍

2㊎

6㊋
7㊌
8㊍
9㊎

14㊌
15㊍

　こころの相談日（要予約）
　こころの相談日（要予約）
　栄養相談日・健康相談日
●母子相談室
●1歳児集まれ教室（H26.10月生まれ）
　椿東健康づくり教室
　健康づくり応援隊体操（萩だいだい体操）

●3歳児健康診査
●1歳6か月児健康診査
　北木間健康教室
　三見ソナタ
●子育て輪づくり大運動会
●10か月児健康相談

1 ㊍ •市長杯争奪ゲートボール大会　9:00〜萩甲子園球場
3 ㊏ •シニアバドミントン　　　13:30〜萩スポーツ広場

4 ㊐
•川上地域大運動会　　　　　　　8:30〜川上中学校
•エネルギア杯家庭婦人バレーボール大会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　9:00〜市民体育館

7 ㊌ •萩阿武小学校陸上競技大会
　　　　　　　　　　　9:10〜萩スポーツ広場、萩武道場

9 ㊎ •むつみ地域高齢者グラウンドゴルフ大会
　　　　　　　　　　　　　　9:30〜むつみグラウンド

10㊏
•萩阿武中学校新人大会（〜11日）　　　各会場
•中国大学バレーボールリーグ戦秋季大会（〜11日）
　　　　　　　　　　　　　　　9:00〜市民体育館ほか

11㊐

•むつみ地域ふれあいソフトボール大会
　　　　　　　　　　　　　　8:30〜むつみグラウンド
•旭地域佐々並地区大運動会
　　　　　　　　　　　　　8:45〜佐々並小グラウンド
•福栄地域福栄大運動会
　　　　　　　　　　　　　　9:00〜福栄中グラウンド

12㊊ •山口県ラージボール卓球萩大会
　　　　　　　　　　　　　　　　9:00〜市民体育館

10:30〜旭活性化セ　あさひ健康運動教室13㊋
地域川上・旭

◆児童館（25･1025）　休館日：毎週㊋
毎週㊌、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜17:00
毎週㊍ 子育てアドバイス 10:00〜14:00
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
毎週㊏ おはなし会おひさま（子ども図書館） 15:00〜
1 ㊍ ピヨピヨ「ミニ運動会」 10:30〜11:30
9 ㊎ だんすダンス！ 18:45〜20:15
10㊏ みんなでミュージック 13:30〜15:00

15㊍ 子育て応援講座（要申込）
〜子どもの“ことば”は成長のバロメーター〜 10:30〜11:30

◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）
6㊋、13㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00
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1 ㊍

●着物ウィーク in 萩 〜12日　　　　　　　　　（10:00〜/城下町周辺）外科 玉木（瓦町） 22・0030
内科 市原（塩屋町） 22・0184

2 ㊎
外科 萩市民（椿） 25･1200
内科 山本（椿東） 26・0077

小児科 いわたに（椿東） 24・2100

3 ㊏
○保育園（椿東、山田、川上、田万川、福川）・萩光塩学院幼稚園運動会 外科 萩むらた（今古萩町）25・9170

内科 中坪（今魚店町） 22・5430

4 ㊐
○保育園運動会（土原、椿、日の丸、住の江）  内科・歯科（外科）
○手作りそばの花まつり　（9:30〜/弥富グラウンド、旧弥富中学校校舎、弥富体育館）休日急患診療センター（椿）26・1397
●萩市美術展 〜11日 （10:00〜/市民館）
○萩・阿武女声コーラスの集い （13:30〜/市民館大ホール）

5 ㊊
外科 大藤（椿） 21・0002
内科 みやうち（椿） 25・2500

6 ㊋
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）外科 田町（東田町） 24・1234

内科 波多野（堀内） 25・2788

7 ㊌
外科 花宮（平安古町） 25･8738
内科 中嶋（今古萩町） 22・2206

8 ㊍
外科 都志見（江向） 22・2811
内科 柳井（橋本町） 22・0748

9 ㊎

●行政相談 （9:00〜/福栄農業担い手育成センター）外科 玉木（瓦町） 22・0030
●消費生活（多重債務）無料法律相談会 （10:00〜/総合福祉センター）内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020
●人権・行政相談 （10:00〜/旭活性化センター）
○萩・田町萩焼まつり 〜12日 （10:00〜/田町商店街）
●萩・竹灯路物語 〜11日 （18:00〜/城下町周辺）

10㊏
○萩幼稚園運動会 外科 萩市民（椿） 25･1200

内科 全真会（玉江浦） 22・4106

11㊐
○越ヶ浜保育園運動会  内科・歯科（外科）
●萩・魚まつり　　　　　　（9:30〜/県漁協萩地方卸売市場、道の駅「萩しーまーと」）休日急患診療センター（椿）26・1397

12㊊
 内科・歯科（外科）
休日急患診療センター（椿）26・1397

13㊋
●人権・行政・公証相談　　　　　　　　　　　　　　　　（10:00〜/市役所）外科 兼田（吉田町） 22・1113
○心配ごと相談　　　　　　　　　　　（13:30〜/むつみ地域世代交流拠点施設）内科 市原（塩屋町） 22・0184

14㊌
○子育て輪づくり大運動会　　　　　　　　　　　　　（10:00〜/市民体育館）外科 かわかみ（椿東） 21・7538

内科 萩慈生（玉江） 25・6622

15㊍
●行政相談（10:00〜/むつみコミュニティセンター、13:00〜/むつみ農村環境改善センター）外科 都志見（江向） 22・2811

内科 波多野（堀内） 25・2788

16㊎

17㊏
○道の駅「萩・さんさん三見」秋の収穫祭 〜18日（10:00〜/道の駅「萩・さんさん三見」）
○全国凧揚げ大会 in 見島 〜18日　　　（14:00〜/見島ふれあい交流センターほか）
●ねんりんピックおいでませ！山口2015歓迎レセプション
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16:00〜/市民館大ホール）

情報カレンダー日月火水木金土
２1 ３

５４ ７ ８９10
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19 20
11 15 16 1714
18 23 2422
12

26 27282925
21

６

30 31

■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、萩・阿武健康ダイヤル 24 で確認してください。

阿北地区
休日当番医
AM8:30〜PM５：30

4日㊐
11日㊐
12日㊊

［内外科］
［内外科］
［内科］

休日急患診療セ
休日急患診療セ
福賀（阿武町）

26・1397
26・1397
08388・5・0863

※阿北地区（萩地域以外）

24 時間年中無休。
☎ 0120・506・322

（通話料・相談料無料）

萩・阿武

●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

※小児科は、2日以外内科で対応します。
※日曜日・祝日の外科は休日急患診療センターで対応します。
※月〜金曜の夜間当番は、午後５時〜翌朝８時
　土曜の当番は、正午〜翌朝８時
　日曜・祝日の当番は、午前８時〜翌朝８時
　歯科は午前9時〜正午、午後１時〜３時
※救急医療は急患のためのものです。

１ →15日 日

月
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お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。（敬称略）
※９月1日〜９月15日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

（推薦者：萩まちじゅう博物館推進委員会堀内部会）

堀内・平安古・城下町地区の
おたから

旧益田家物
も の み

見矢
や ぐ ら

倉

　堀内は、萩城三の丸に位置し、藩の重臣が住んでいたと
ころで、町筋に沿って土塀や石垣、長屋や長屋門が残って
います。禁門の変の引責で切腹した悲運の三家老、益

ま す だ

田
右
うえもんの

衛門介
すけ

・福
ふ く は ら

原越
え ち ご

後・国
く に し

司信
し な の

濃の屋敷跡もあります。
　外堀の周囲に位置する平

ひ や こ

安古・城下町地区は、中級武
士・町人が住んでおり、御

お な り み ち

成道には豪商が軒を連ねてい
ました。町筋は碁盤目状に画され、なまこ壁の土蔵や土
塀、志士の旧宅などが残っており、幕末の面影をよくとど
めています。改革を推進した村田清

せ い ふ う

風の別宅跡や、明治維
新の英傑木

き ど

戸孝
た か よ し

允（桂
かつら

小
こ ご ろ う

五郎）、幕末の風雲児 高杉晋作、
尊
そんのう

王攘
じ ょ う い

夷の急先鋒久
く さ か

坂玄
げ ん ず い

瑞などの誕生地があります。
　幕末期を駆け抜けた志士たちの足音が、今にも聞こえ
てきそうな当時の風景を残す町並みと、彼らにまつわる
史跡や物語が、堀内・平安古・城下町地区のおたからです。
　大河ドラマの舞台、また世界遺産として注目を集める
萩の城下町。ひとことに城下町といっても、堀内・平安古
伝建地区、史跡萩城城下町は景観的な特徴も異なり、それ
ぞれ藩政期から幕末・明治にかけての物語が多く残され
ています。これからの季節、ゆっくり歩いてみませんか。

守り！育
て！いかそう！

萩のおたから
⑥

維新の志士が往来した当時の風景を
今も残すまち

◁平安古の鍵
かいまがり

曲

hagi
表紙 「明治日本の産業革命遺産と萩」

萩の資産の意義を紹介
　９月19 日、世界遺産登録記念企画展「明治日本
の産業革命遺産と萩」が、萩博物館で始まりました。
幕末からわずか50 年という短期間で、近代化・工業
化を成し遂げた過程や、萩の５つの資産が果たした
役割を紹介する展覧会で、　シルバーウィーク期間
中も大勢の来館者で賑わいました。展示室の手前に
は、日本の工業化に貢献した長州ファイブと写真撮
影ができるコーナーもあり、来館者に人気です。
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